
単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間

244 統計学 河邊　宗知 1 24

245 情報科学 山田　慶 2 30

246 心理学 小野寺　哲夫 2 30

247 哲学 竹村　香織 1 24

248 教育学 井上　環 1 24

249 英語 伊勢村　定雄 2 30

250 保健体育 深瀬　勝久 2 30

251 社会学 千田　佳遠里 1 24

252 人間関係論 川村　啓輔 2 30

253 解剖学Ⅰ 五十嵐　広明 1 30

254 解剖学Ⅱ 五十嵐　広明 1 30

255 解剖学Ⅲ 五十嵐　広明 1 30

256 生理学Ⅰ 小平　健太郎 1 30

257 生理学Ⅱ 越智　広樹 1 30

258 生理学実習 渡邉　信博 1 30

259 機能解剖学Ⅰ 小笹　久志 1 24

260 機能解剖学Ⅱ 山田　慶 1 24

261 運動学Ⅰ 田中　克一 1 30

262 人間発達学 大山　敬子 1 30

263 臨床心理学 小野寺　哲夫 2 30

264 小児科学 江添　隆範 1 15

265 精神医学 河邊　宗知 2 30

266 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学概論Ⅰ 草野　修輔 2 30

267 作業療法概論 深瀬　勝久 1 30

268 基礎作業学 山下　高介 1 24

269 基礎作業学演習 松生・田中 1 30

270 身体障害評価学Ⅰ 田中・山田 1 30

271 運動学Ⅱ 山田　慶 1 30

272 運動学実習 山田　慶 1 30

273 病理学概論 阿武　カディル 1 15

274 内科学・老年学Ⅰ 本間　博 2 30

275 内科学・老年学Ⅱ 本間　博 2 30

276 整形外科学Ⅰ 武内　俊次 2 30

277 整形外科学Ⅱ 武内　俊次 2 30

278 神経内科学Ⅰ 大供　孝 2 30

279 神経内科学Ⅱ 大供　孝 2 30

280 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学概論Ⅱ 佐々木　和裕　他 2 30

281 地域実習セミナー 松生　容一 1 30
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４年１年 ２年
講師

作業療法学科　夜間部



282 作業療法管理学 深瀬　勝久 2 30

283 身体障害評価学Ⅱ 松生　容一 2 48

284 身体障害評価学演習 小笹　久志 1 45

285 精神障害評価学 深瀬　勝久 1 30

286 発達障害評価学 大西　麓子 1 30

287 作業療法基礎演習 深瀬・小笹 2 30

288 身体障害治療学Ⅰ 井口　佳晴 1 30

289 身体障害治療学Ⅱ 小笹　久志 1 30

290 精神障害治療学Ⅰ 山下　高介 1 30

291 発達障害治療学Ⅰ 大西　麓子 1 30

292 発達障害治療学Ⅱ 大西　麓子 1 30

293 日常生活活動学 田中　克一 1 30

294 地域作業療法学Ⅰ 田中　克一 2 30

295 地域実習 OT教員 1 45

296 作業療法研究法 河邊　宗知 1 15

297 作業療法特講 深瀬　勝久　他 1 24

298 作業療法総合演習Ⅰ OT教員 2 60

299 作業療法臨床セミナーⅠ OT教員 2 60

300 身体障害治療学Ⅲ 仲木・伊藤・木下 1 30

301 身体障害治療学演習 松生・小笹 1 45

302 精神障害治療学Ⅱ 山下　高介 1 30

303 精神障害治療学演習 深瀬　勝久 1 45

304 発達障害治療学演習 大西　麓子 1 45

305 老年期障害治療学 松生　容一 2 60

306 日常生活活動学演習 山田　慶 1 45

307 高次脳機能障害治療学 伴野　麻矢 1 30

308 職業関連活動学 田中　克一 1 30

309 作業療法総合演習Ⅱ OT教員 2 60

310 臨床実習Ⅰ OT教員 6 270

311 作業療法臨床セミナーⅡ OT教員 2 60

312 地域作業療法学Ⅱ 松生　容一 2 30

313 作業療法特論 OT教員 12 360

314 臨床実習Ⅱ OT教員 16 720

35 753 36 783 24 849 32 1170



作業療法学科 夜間部

科 目 統計学 単位・時間数 I単位・ 24時間

担当講師 河漣宗知 学 年 1年生 後期

資格

実績経験
実務経療験 21年
作業 法士として、精判成明槽病闘院で教、精員神科紡問看也、尭連支援センターにで臨床を行

作業療法士/公認心理師
うーまた作業療法士謹 を努めている。

現れ在る、 医療・リハビリテーションにおいては、 E酬・ EBOT(根拠に基づく医E計療に触根れ拠たにと基とづのくな作い業学療生法に)もじが、めま基とす本すま的るす事処重項理要がの視確でさ
位授置業づのけ

ようになっており、その手法として、統計が用いられる。いままで統
認を行ったうえで、医療・リハビリテーション分野町事例を用いながら、統計ツールを用いて検定をはじ す 理がで
きるようになるととを目指す.

l 統計学の基本的事項(記述統計と推測統統計‘尺度、代づ表倍、仮性説検に定等)について説明できる

到達目標 2 統結医果療計、リハビ基リテ本ーションにおび統ける、 計学の位置 け、必要 ついて説明できる
3. ツール白 的が操出作来およ 計ツールを用いて、統計処理を行うことが出来る
4 について説明 る

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数

l回

2回

3回

4回

5回

6困

7回

S回

9回

10回

11回

12回

項目 講義内容

統計学の概要 統計学の基礎用語・概念。 Excelの分析ツールとRについて

データの特性
尺図度(デ タの種類について)、代表値、分散と範囲 ヒストグラムと箱ひげ

記述統計と推測統計 記述統計と推測統計 母集団と標本検定の概念(帰無仮説・対立仮説)

正規分布・分散と仮説検定 正規分布とは、分散とは、仮説検定、パラメトリックとノンパラメトリック

統計ソフト、ツールの使用法 Excelの分析ツールとRコマンダーの使用法

2標本の平均値の差の検定 パラメトリック法

2標本の平均値の差の検定 ノンパラメトリック法

l標本の差の検定 パラメトリック法とノンパラメトリック法

相関係数 散布図。散布図における近似直線 順位相関係数

他の統計手法、検定 回帰分析、カイ 2乗検定、オッズ比等

診断の指標
医療、リハビリァーション分野で用いられる診断の指標(感度・特異度、陽性
的中率、陰性的中率、カットオフ値)

復習とまとめ 各種統計手法とその手順

授業毎の課題提出および知識確認テスト
100% 

授業内で課題や知識確認テストを行うため、授業ご
畳椛上のルーJレ・留意点| とにその内害の理解を深め、不明な点は質問をして

いただきたい.

課題やレポートに関するフィードパック

授業内容の理解を深めるため、授業内で課題の実施や、知識確認テストを行う。結果については、次回の授業で補足、フィードパックを
行う予定。

書名 著書名 出版社名

教科書 特になし

参考書 配布資料を中心に授業を行う

主として、慢業肉、授業前後の時間に質問を受け付ける。
オフィスアワー 必要に応じて、メールでの連絡をしていただきたい

m-koube@nichireha.ac iD 
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作業療法学科 夜間部

科 目 情報科学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 山田 慶 学 年 1年生 前期

資格

実績経験 資実格務 :作盟療法士
経験病院(身体陣寄分野)、適所リハ等 9年、教育概関 5年

作業療法土

教ネ職ッ員トおよび学生閑とのやり取りにはメールやオンラインミーゼティングサービス。学習を進めるにあたっては、蔵書やインター

位授置業づのけ の活用。探題作にお成においては、ワープロ、表臨床計算現、プレ ンテーションなどのソフトウェアや、ク業ラ務ウドサービスを利用で
きるととが学生生活 いて重要やである.また、 場においても電子カルテの使用や統計処理などの も発生する。
この授業では上記のような情報 通信機器の活用法について学習してい〈。

到達目標 パソコンを学生生活を送り扱るためのツールとして活用できる。
学習に必要な情報を取 うととができる.

授業形態
「融義・演習・グルプワクJ

「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 メールの設定と授利諜用概方要法説、明メールの送受信 授業概要説明、 Gmailの使い方、添付ファイルの使い方

2回 オンラインミーティング Zoomの活用法

3回
クフウドサービス①

ドライブからイのンデタータネのッダトウ上ンのロドーラドイ、ブデのー活タ用白語アップロードドライブの活用

4回
クラウドサービス② Google Classroo回を利用し、課題を提出する、 GoogleFormの紹介Classroomの活用

5回 文献検索 文献検索サービス図(書医館中開誌審Wcのb、検メ車デおィよカびル利オ用ン法ライン)の利用法

6回 ワープ見ロ出文し書な作ど成① 見出し、段落番号、フォント、書体変更など

7回 ワレーポプーロト文に書つ刊い成て② レポート様式の作成、表の挿入、図の挿入、写真由挿入

8回
ワープロ文書作成③

段組み設定(症例レポート、レジュメ様式の作成)、図形描闇(家族図の作成)
段祖みなど

9回
ワープロ文書作成④

①~③までのまとめ、文書作成、ショートカットキーの活用等
まとめ

10回
プレゼンテーシヨン①

操作法、作成時の注意点
操作法

11回
プレゼンァーション②

作成および発表時の注意点
尭表

12回 表計算①利用法 入力上の注意点、加算、集計

13回 表計算②査の作成 表の作成、関数を使う、グラフを描く

14回 表計算③関致、統計 関数、統計

15回 情報リテラシー 情報の取り担いについて

-授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を
与えません。

成績評価 課題提出(100%) 受講上のルール留意点 -欠席した場合にも同等の課題を課すととがありま
す.
-パソコンを持参して授業Ic臨んでください.

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 指定なし。授業ごとに資料を国布。

書考書

オフィスアワー 出陸日以佐!1L壬鐙まw孟メ 』レ盆
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作業療法学科 夜間部

キヰ 目 心 理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 小野寺 哲夫 学 年 1年生 前期

資格
スクールカウンセラーとして、神奈 海老 大和 3年)、

実績経験

神奈川県藤沢市教育委員会学校教育眼川所県属学校名教訪市員問の(相8年相競)談貝、、として4年問、 文科鎌省倉認市定

(3年)の小中学校にて、児童生徒、保護者、 およ市びカ(ウンセリング、
公認心理師・臨床心理士 管理職取得に対するコンサルテーション等に従事してきた.2020年には国家資格公認心理

Ph， D 師を 。これらの実務経験を活かし、実例を交えながら椛識を行う.

心理学は、 全ての医療専門職の基硲となる学わ業聞、ど心のるをん理展ひよなテ開とうとなつスしと解てでトが説あいを明行るをくら。行。っか心たまうに理。たりな学、、まっおOでたてT互/、はPきT、いこたの科のにの国学授デ家か業ィとな試はスし験どて、かにを講のシつ見現師ョ据い代にンてえ心よして、理たる有、学一り名高方がし頻な通な、心度行が誕理で生的ら学出な以、実題講来ア験さ義クこれな
の100紹年介問し、どのような己とを研究してきて、

位授置業づのけ
ども ながら心理学の而白さや魅力が伝
だけでな〈、できる限り貴重な 観たり
テイプラーニングの視点に立っ映た像参加を型の授業 。また、 T/P 験見 て、高頻 出題
る分野を手厚く授業していく予定である。

到達目標
OTの国家試験を見すえながら、心理学の基礎知識を理解する。心理学の全体像を理解し、さらに八聞の発達段
階における特徴や人間理解の基礎的知識を習得する。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 心理学の研究法 心理学とは何か? 心理学の成り立ち、心理学の研究法

2回 心理学の歴史 心理学の歴史と心理学における3つのパフダイム

3回 知覚の心理学① 精神物理学と知覚心理学の基礎

4回 知覚のII)理学② ゲシュタルト心理学の基本原則と注意過程

5回 学習の心理学① 古典的条件づけと恐怖条件づけ

6回 学習の心理学② オペラント条件づけと応用行動分析

7回 学習の心理学③ 社会的学習理論と洞察学習

8回 記憶の心理学① 感覚記憶、短期記憶(ワーキングメモ1))、長期記憶

9回 記憶の心理学② プライミングと展望記憶、忘却説

10回 記憶のd心理学③ 神経心理学における記憶過程(即時記憶、近時記憶、遠隔記憶)と記憶障害

11回 動機づけの心理学① 3つの情動理論、生理的動機づけ(ホメオスタシス、内発的動機、接触欲求)

12回 動機づけの心理学② 社会的動機づけ(達成動機づけ、マズロー欲求階層論)、フラストレーション

13回 発達の，心理学① 発達の特徴発達の基礎理論 ピアジエの認知発達理論

14回 発達の心理学② エスリクソンの 耐ユングの 珊老年期の発達死の受容ブロセ

15回 パーソナリティ心理学 パーソナリテイとはり 類型論(クレッチマー)と特性論 (5因子理論)

期末レポート課題 (90%)、毎回
毎回のミニレポート楳題は、授業で学んだ内容につい
て、感想や自分の意見、質問等を比較的自由に書いて
提出する。 毎回の授業と試験において、教科書は必
ず使用する。

のミニレポート課題(10%)で評|受講上のルール留意点
価する.

課題やレポートに関するフィードパック

原則としては、毎回のミニレポート課題についてのフィードパックは行われないが、必要に応じて行う場合もある.

書名 著書名

教科書 PT・OTのための心理学テキスト 小野寺哲夫

参考書 ドムヤンの学習と行動の原理[原著第7版] マイケル ドムヤン

オフィスアワー 「授業前後の休憩時間」
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作業療法学科 夜間部

科 目 哲学 単位・時間数 1単位 24時間

担当講師 竹村香織 学年 1年生後期

貴格

実績経験 教育機問 25年

博士後期課程修了(哲学)

今日、な合今理生ど年命具的度体科にの学的匡授な躍の業蹄医のは療典問教題的の科な問点書琵題にと展つをオ取にいンよてりデ上是っマ非てげン、、をド検従そ教来討こ材すのにを生ある佐命るカ用観倫をしま理ををた描的う違た問る附題がめ授す点の業授よをの蛙揖う形な理で態す医ーで検師.実技討施師ししがまま可すす能.。になっています。 との授感情業では、 安断臨す死や班伝位授置業づのけ
子挽i字 畳1伴者が単なる直感や論で判るのでは
なく、
なお、

到達目標 ①②広生命曲迎についての基々 な本立的な概患を理の獅配しが、現伴状と情問題点的について知す識を栂ることができる. 断(知)識 理解)
い担野を持ち、様 車の人へ 躍 った理判断を下ことがで吉る。[思考・判

授業形態 講義 遠隔授業

授業計困

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス、 生命倫理学について ガイダンスの後、 「生命倫理学」という学聞の特徴を学ぶ.

2田 倫理的判断の特徴と注意点 倫理的判断の特徴を具体的に理解する。

3回
インフォ ムド コンセントと自己決定権

インフォームド・コンセントをはじめとして、医療倫理の基本概念を学ぶ。UI 

4回 イ(21シ・フ安ォ楽ー死ム・ド・コンセントと自己決定権
尊厳死日)

自己決な定死権を、 Q味OL、SOLの概学念について知識を整理した後、 「安楽死」とはどの
ょう 意するのかぶ。

5回 安楽死・尊厳死 (21 「安楽死」概念を整理して理解する。

6回 安楽死・尊厳死 (31 日本および西洋各国の安楽死をめぐる現状と問題点について理解する。

7回 脳死臓器移植UI 脳死とはどのような状態か理解する。

自回 脳死・臓器移植 (21 臓器移植の問題点について学ぶa

9回 遺伝子操作UI 遺伝子操作の基本と現状について理解する.

10回 遺伝子操作 (21 遺伝子操作の倫理的問題点について考察する。

11田 人工妊娠中絶 人工妊娠中絶の歴史と倫理的問題点について学4む

12回 人工生殖 人工生殖の問題点たついて整理する.

f君主ト腎認誤訳書品し詳デ50%、学期末|呈甜上のルール留意点

金授業の3分の 1以上欠席した場合は失格になりま
す。なお、毎回の授諜において盟題提出があり、平
常点は提出陳題の質で評価します.学期末レポート
は捜聾で学んだ内容について2000字程庄のものを臨
す予定で、詳細は授聾の中で説明します.

課題やレポートに関するフィードパック

フィ-~パックはGOOg1 eCl assroolll掲示板、メール等で行います.

茜名 著書名 出版社名

教科書 『生命倫理の教科書I [第2版] 加22年 黒崎剛、吉川栄省編著 ヴミァネ書Jレ房

参考書 必要に応じて授業で指示

オフィスアワー 初回授業で指示
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作業療法学科 夜間部

科 目 教 育 学 単位・時間数 1単位・24日寺問

担当講師 井上 環 点づ主dーLー 年 l年生 後期

資格

実績経験

教育学博士課程

教育学のトピックについて概説します。対人的な営みであるリハビリには、相手に「教える」という働き

位授置業づのけ
かけが欠かせません。教育学を学ぶことは、そうしたコミュニケーションのあ代り方のを磨くととに関わって
います。同時にそれは、皆さん自身の日々の成長や学びを捉え直すととや、現 社会や文化への理ば解れを
深めることにもつながっています。これらについて、この授業では講義とともに「哲学対話」と呼 る
実践を重ねながら、共に考えていく乙とを目指します。

教育学に関わる重要な概念や論点を踏まえながら、自身の考えを深めそれを適切に表現することができ
到達目標 る。

対話を通じた他者との協同的な探究に参加することができる。

授業形態 講義 遠隔授業とする可能性があります

授業計商

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス 授業の概要・進め方・評価方法、教育学を学ぶ意義、哲学対話とは何か

2回 教えるー学ぶの関係 コミュニケーションとしての教えること、学びと教え

3回 教育工学 インストラクショナルデザイン

4図 哲学対話 [IJ 日常をめぐる聞い

5回 子ども 小さな大人としての「子どもJ、 「子ども」の発見、 「子ども」の消失

6回 教育の目的 有能化・社会化・主体化

7回 哲学対話 [2J 教育をめくれる聞い

8回 特別支援教育① 障害児教育の歴史とインクルーシブ教育

9回 特別支援教育② 発達障害のある子どもの教育

10回 ジェンダとセクシュアリ
ジェンダーと教育の課題、セクシュアリアイと教育の課題ティ

11回 哲学対話 [3J 教育をめぐる問い

12回 まとめ レポート作成とその注意点

①各講義に対するリアク
学期末レポートでは、それまでの授業で行われた議論を踏
まえた上で、皆さん自身で自由に聞いを設定度しそれに応答

ションペーパーの提出状況
成績評価 (40目) 受講上のルール・留意点

してもらいます。分量は1.500-2，お00よ0字び程「 を予定してい
ますづ。け 「リアクションペーパー」 哲学対話Jの位

教科書

参考書

オフィスアワー

②(学60期%)末レポートの評価
置 留意点については授進業方内で説明します。また、各
講義のテーマや哲学対話の め については、実際の授濃
の進行状況を見ながら修正を行っていく場合があります。

課題やレポートに関するフィードパック

リアクショシペーパーへのフィードパックは、授業内で全体に対し実施するとともに、
必要に応じてGoogleClassroom上での個別的な対応を行います。

書名 著書名

なし

講義中に適宜指示します

授業前桂の休憩時問、メーノレ GoogleClassroomでの相談
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作業療法学科 夜 間 部

科 目 医学英語 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 伊勢村定雄 学年 1年生 後期

資格
実績経験 通訳の業務経験から、実務経験を活かし講義を行う。

全国通訳案内士

ここでは主とし

英語の発音・読解の基礎的な確認から始めて、医学英語表現の理提解供とその習得に努める。加辞えて、海外

位授置業づのけ
からの人々とのコミュニケーションの問題も授業では話題として する。教室では、毎図書は持参の
こと!今後必要になった場合を見据え、自学自習できるように辞書の使い方はマスターしていただきた
い。

到達目標 医学関連の基礎的な英語の語集と現場での基本的な英語表現を理解する。

授業形態 講義・演習 「対面授業J0 

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 全体説明+テキストLesson1 全体説明の後はすぐテキストの方に入るので、辞書等は準備のこと。

2回
Lesson 2 +発音とイントネー

テキストの音読説明→問題。
ションについての説明

3回
Lesson3 人体に関する専門用語 人体に関する専門用語をリストアップしたプリントを辞書使いながら回答
(プリント) 1回目 する。

4回 Lesson4 テキストの音読説明→問題

5回 Lesson5 テキストの音読説明→問題

6回
人体に関する英語プリント 2回 人体に答関すする専門用語をリストアップしたプリントの2枚目を辞書使いな
回 がら回 る。

7回 Lesson6 テヰストの音読説明→問題

8回 Lesson7 テキストの音読説明→問題

9回 模擬試験 l テストの予想問題を解く+テキストの音読説明→問題

1010 Lesson8 テキストの音読説明→問題

11回 人体に関する英語プリント 3回 す人体るに関する専門用語をリストアップしたプリントを復習し、口頭で練習
目

12回 Lesson9 テキストの音読説明→問題

13回 LcssonlO テキストの音読説明→問題

14回 模擬試験2 テストの予想問題を解く+テキストの音読説明→問題

15回 15図人体に関する専門用語 4回 人体に関する専門用語をリストアップしたプリントを復習し、かつ記憶す
目 る

期末考査[85%1+授業参加状況 |受誹上田ルール目隠意点| 辞書(中級以上)の英和辞書(電子辞書が望ましい.携
(出席含む) [15%1 =100点 1 .x. llr~ ....L. V-'~Y IV r.Ej，I!I>;m I 帯の辞書では英語については不十分。)

課題やレポートに関するフィードパック

必要に応じて授業時に開示する。

書名 著者名 出版社名

教科書 マナーとホスピタリティーの英語 111 古関博美・土屋宜子・北川宣子 弓プレス

重参考書 特になし。

オフィスアワー 録業後にお願いします。
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作業療法学科 夜間部

科 自 保健体 育 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 深i頼 勝久 A寸斗ー; 年 1年生前期

資格

実績経験
スポーツ技等術を指中噂心員と ・作業療法士の実務経験を活かし、身体運動を中心とした実技と
公衆衛生等 した保健の講義を行う。

体育学学士・作業療法士

将来、障がい者の「障がいがあってもスポーツをしたしりというニーズに対して、自らが指導が出来るようにな

授業の
る。また、パラスポーツ等、障がい者スポーツに対しての知識を持ち、将来担当する患者に必要に応じて紹介が

位置づけ
出来るようにする.
生涯スポーツの意義を理解し、スポーツへの動機付けを図る。また、障がいや加齢に応じたスポーツの段階付け
やjレールの変更を行えるようにする。

①g対運障象のプ状ロ況にあった身体運動プログラムの計画が作成出来る。
到達目標 動 グラムの進行が出来る。

がい者スポーツの種目やルール等を理解出来る。

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 スポーツの特性 オリエンァーション・公衆衛生について・スポーツの種類・目的

2回 スポーツの特性 障がい者スポーツ・生涯スポーツについて

3回 スポーツ演習 デモンストレーション

4回 スポーツ演習 指導計画作成(個別)

5回 スポーツ演習 指導計画作成(グループ指導計画)

6回 スポーツ演習 指導計画作成(グループ演習準備)

7回 スポーツ演習 スポーツ演習 1~4 グループ

8回 スポーツ演習 スポーツ演習 1~4 グループ

9回 スポーツ演習 e-スポーツ

10回 スポーツ演習 e-スポーツ

II回 スポーツ演習 体育実技(集団でのスポーツ)

12回 スポーツ演習 体育実技(集団でのスポーツ)

13回 パラスポーツ パラスポーツ

14回 パフスポーツ パラスポーツ

15回 パラスポーツ まとめ

演習での参ポ加状況30% グループで行う演習に関して、必ず役割を持ち、傍
成績評価 実技のレート70% 受講上のルール・留意点 観者にならないこと。

実技時には動きやすい服装、運動靴で参加する

課題やレポートに関するフィードパック

演習は終了後にFB、レポートは各自 FBを行う。

書名 者書名 出版社名

教科書 無し

参考書

オフィスアワー
且:::2L1.1堕-21睦30公盤昌塞

k-fukase@nichireha.ac.jo 

250 



作業療法学科 夜間部

科 目 社会 学 単位・時間数 1単位・ 24時間

担当講師 千田 佳遠皇 学 年 1年生 後期

資格
人聞が社の会勤性務を再び獲得する重要性を、国立障害者リハビリテーションセ

実績経験 ンター 経験をふまえ、医学的リハビリから社会的リハビリの訓練過

高等学校教員社会一種免許
程の実例を示しながら講義に活用している。

授業の 人聞がいかにして正社確会的存在となり、市民社会の一員となっていくのか、家族集団を中心に社会集団を通して考察

位置づけ
する。社会事象を に捉え、自分と社会の関係をも把握していく a さらに、違いをもった人間どうしが共生でき
る社会について解説し学びを深めていく。

到達目標
人聞は社会の中でしか生きてい〈ことができない。ゆえに、文化を学習し社会的人間となる意義と共生社会の重要
性について理解できるようになる。

授業形態 講義 対面または遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 リハビリテーションと社会学 リハビリテーションは人間の尊厳と社会性を取り戻す働きかけ

2回 社会学とはどのような科学か 関係の科学社会学、社会の概念、社会学の成立、

3回 社会学の基本概念 集団の概念・類型、基礎集団と機能集団、社会学の対象領域、医療社会学

4回 コロナ禍の社会を考える 感染症との共存 社会・経済活動をふまえた行動様式、自分にできる行動を考察

5回 社会的人間 社会的人間の形成、社会化の概念、文化の概念、言語的社会化

6回 社会的人間 文化の構造・機能、パーソナリティーの形成、社会化のメカニズム

7回 社会学で考える人権 感性で捉える人権、人権とは何か、人権の三本柱、グループワーク

8回 社会学で考える人権 差別の本質・構造、差別行為、多様性と異質性を受け入れる共生社会

9回 基礎集団家族 家族の概念・特質、 家族形態の変動「核家族化・小家族化」

10回 基礎集団家族 家族の実態「世帯構造と世帯状況、貧困世帯の現状J、家族の変動と現代化

11回 基礎集団家族 家族機能の縮小化、家族の構造とジェンダーの視点

12回 日本の現状と抱える問題点 日本の人口動態・人口構造、少子高齢人口減少社会の動向、格差社会等

試験50%、レポート叩% 原則と|受講上のルール留宜主| 授業時聞の3分のl以上欠席した者には単位を与え
して60点以上で合格とする I.x.Ofi'..J....V-'/V IV ~，\!l.im I ない

課題やレポートに関するフィードパック

必要に応じて対応する

書名 著書名 出版社名

教科書 概要を冊子にしたもの及びPPT資料を配布

参考書
放送大学社会学入門、 森岡清志、他 NHK出版
八権読本ーじんけんの詩、他 今野俊彦編著 明石番唐

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 人間関係論 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 ) 11村 啓輸 学 年 1年生 後期

資格

実績経験

臨床心理士・公認心理師

対人援助職を志すみなさんにとって，人間関係やコミュニケーションについて学ぶことは必須です。この講義では，人

授業の
間関係やコミュニケーションにおける基礎的な部分を扱います。はじめに，人間関係やコミュニケーションの概論の講

位置づけ
畿を行すいます。その中で，自講師の自験例や参考書の事例などを用いながら，ディスカションを行います。また，人を相
手に る職業は，を同時に 分自身に向き合う必要があります。そのため，心理検査を行うことやロー)vプレイを過し
て，自分や相手 知りながら，実践的に学びを深めていきましょう。

臨識床現場で必要とされる最も基人援礎助的な能力は人間関保です。まずは自分を知ること，そしてj 他者を知ることへと繋がるような
到達目標 知 の習得を目指しま君。対 職としても，また，一人の“人"としても，身他に者の視点在持って，人と関われるというとと

は，大切なことですa このような，コミュニケーションの“核"となるものを つけるととを目標とします.

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエン7 ーション 講義内容・進め方の確認

2回 話を吉くものとしての心得 対人援助職とは，感情労働，パーンアウト

3回 自己と他者① 自己と他者について，エゴグフムの実施(レ)

4回 自己と他者② “私"について

5回 コミュニケーション① コミュニケーションについて

6回 心理検査の体験① 心理検査を用いて，人の捉えている世界に共感することを実践的に学びます(レ)。

7回 コミュニケーション② コミュニケーションの中で起きる現象について

B回 イメージを使った交流 心理療法場面で使う描函法を通して，イメージを使った交流を体験します(レ)。

9回 コミユーケーション③ 臨床心理学の知識を用いて，コミユーケーションの応用を学びます。

10回 心理検査の体験② 描函ァストを用いて，自分の内界について考えていきます(レ) 0 

11回 身体と心とイメージ 心と身体の繋がりについてレクチャーします。

12回 発達理論 エリクソンの発達理論をベースに心の発達についてレクチャーします。

13回 子どもの臨床・大人の臨床 主に精神疾患や発達障害について取り上げます。

14回 事例検討 教科書に載っている事例を使いテ.イスカッションをします。

15回 まとめ 全体のまとめ，学期末レポートについて

授業の中で何度かレポート楳題を出します(現段階
ではシラパスに表記期されている(レ)の回で予
定ポ) 0 さらに，学 末の試験として，ポもう l回レ

成績評価 レポートの提出 受講上のルール留意点
ート諜題を出します。計5回のレ ート提出に

よって，成続の評価をします。
出下記の参考書『看護のための精購神医学』は必要な
固にコピーして配布するので， 入しなくて良いで
す。

課題やレポートに関するフィードパック

基本的にメールを使って，講師にレポートを提出してもらいます。疑問点や質問があれば，メールに書いていただければ，返信いた
します。

書名 著書名 出版社名

教科書 PT・OTのためのコミュニケーション実践ガイド 山口美和 医学書院

参考書 看護のための精神医学 中井久夫・山口直彦 医学書院

オフィスアワー 4吾輩前挫の休積時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 解 剖学 I 単位・時間数 1単位・ 30日寺問

担当講師 五十嵐 広明 学 年 1年生 前期

資格 東邦大学医学部教員34年(その内専任講師27年)、東京保健医解療剖専学門教職育大に学リ
ハピリテーションを学基部に教、授 (2年剖)医学部の教員として長年 携

実績経験
わって来た経験 単に解学用語を羅列して覚えてもらう講義ではな

高等学校教諭ニ級普通免教許諭状理級科普 〈、その用語の深い意味合い、用語と用語の関連性などを、独自に作成した講

中学校 一 過免許 義資料義、自分で作成した顕微鏡写真、多くの蔵書から選んだ画像などを使用し
状理科 て講を行う。

神経組織の成り立ちを学習した後、神経系がどのような過程で形成されるのか(発生)を習得する。末梢か
ら中枢(脳、脊髄脳)皮に、あるいは中枢(脳、脊髄)から末梢梢かに情報を伝える神経路(伝導路)を念頭に置い

位授置業づのけ
て、脊髄から大脳質に至る形で講義を進行させる。末 ら脳へ感覚を伝える代表的な感覚性神経路(上
行性神経路)、伝えられた刺激に対する脳の反応を末梢に伝える運動性神経路(下行性神経路)を学んだ

後、末梢神経である脳び脊視髄神経と自律神経系の成り立ちを習得する。最後び簡に、中枢に伝える感覚学の受容器が
存在する皮膚、およ 覚器、平衡聴覚器の発生と構造(っくり)およ 単な働きについて習する。

到達目標
神経系を構成する神経組織、および神経系の発生を理、解視したうえで、神経系(中枢神経系、末梢神経系)の
構造(っくり)を理解する。さらに、感覚器(皮膚 覚器、平衡聴覚器)の構造(っくり)を理解する。

授業形態 講義 「対面授業」あるいは「対面と遠隔の併用授業J

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 解剖学総論 解剖学とは、解剖学の歴史、解剖学用語(人体の区分と名称)

2回 組織学総論(神経組織) 組織とは、神経細胞(ニューロン)、神経終末、シナプス、神経膨細胞(グリア)

3回 神経系総論 神経系の発生と区分、脳室、脈絡叢、灰白質、自質、核、神経節、髄膜

4回 神経系各論 (中枢神経系)I 脊髄、菱脳(髄脳) :延髄

5回 神経系杏論 (中枢神経系)2 菱脳(後脳) ー橋、小脳

6回 神経系各論 (中枢神経系)3 中脳、前脳ー問脳

7回 神経系各論 (中枢神経系)4 前脳:終脳

8回 神経系各抽 (中把神経系の缶噂路)1 神経路(伝導路)の種類、上行性伝導路(体性感覚および深部感覚の伝導路)

9回
神経系各論 上行性伝導路(視覚の伝導路、聴覚の伝導路)、下行性伝導路(錐体路系、錐体路

(中枢神経系の伝導路)2 系以外の伝導路)

10回 神経系各論(末梢神経系)1 脳脊髄神経伺白神経)

11回 神経系各論(末梢神経系)2 脳脊髄神経(脊髄神経)

12回 神経毘各論(末梢神経系)3 自律神経系(交感神経、副交感神経)

13回 感覚器l 皮膚

14回 感覚器2 視覚器〔眼球、副眼器(限除、結膜、眼筋)) 

15回 感覚器3 平衡聴覚器(外耳、中耳、内耳)

全講義終了後に筆記試験を実施し
て評価する IIOO%}• 試験の

成績評価 問題形式は国家試験に準拠した多 受講上のJレール・留意点
授業時間数の3分のl以上欠席した者には単位を与えな

肢選択問題 (A-type，X2-type)と
し3

する。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名 | 

教科書 予め配付すなるプい。リントを使用して講義を行うので、特に教科
書は指定し

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 五十嵐 広明 学 年 1年生 前期

資格 東邦大学医学部教員職34年(その内専任講師27年)、
東京保健医療専門 大学リハビリテーション学部教授(3年基) 

実績経験
医学部の教員として長年解剖学教育に携わって来た経験を に、単に解剖
学用語を耀列して覚えてもらう講義ではなく、その用語の深い意味合い、

高中等学学校校教教問諭ー二輯組普普通通免免許許状状理理科科 用語と用語の関連性などを、独だ自に作成した講義資料、自分で作成した顕
微鏡写真、多くの蔵書から選ん画像などを使用して講義を行う。

人体にある器官は4種類の組織(上皮組織、支持組織、筋組織、神経組織)により構成向。そ | 
授業の

の組織のうち、支持組織に所属する軟骨組織と骨組織について初めに学ぶ。その上で、人体各部の
骨と関節の構造(っくり)を習得する。そして筋組織および筋の一般構造と分類を学び、人び体筋各部

位置づけ
(頭部、頚部、背部、胸部、腹部、上肢、下肢)に分布する筋群の構成と神経支配、およ 群を

構成する筋の作用を理解する。

運動器系を構成する骨格系に所属する人体各部の骨、およびその骨と骨とを連結する関節の構造

到達目標
(っくり)を理解する。その上で、同じ運動器系に所属する筋系の，、体各部に分布する筋群の構

成、その筋群に所属する個々の筋の付着部位(起始、停止)およびその筋の作用と神経支配を理解
する。

授業形態 講義 「対面授業」あるいは「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 組織学総論l 軟骨組織

2回 組織学総論2 骨組織

3回 骨・関節学各論l 骨・関節の構造と分類

4回 骨・関節学各論2 頭蓋骨とその連結、脊柱とその連結

5回 骨・関節学各論3 胸郭とその連結、上肢骨とその連結

6回 骨・関節学各論4 骨盤とその連結、下肢骨とその連結

7回 筋組織 筋組織(平滑筋、骨格筋、心筋)

B回 筋学総論・各論
筋学総論(骨格筋の構造、基本形態、起始・停止、分類および筋の補助装置等)、
筋学各論(頭部の筋)

9回 筋学各論l 頚部の筋、背部の筋

10回 筋学各論2 絢部の筋

11回 筋学各論3 腹部の筋

12回 筋学各論4 上肢の筋l

13回 筋学各論5 上肢の筋2

14回 筋学各論6 下肢の筋l

15回 筋学各論7 下肢の筋2

全講義終了後に筆記出)試験を実路
して評価する 1100 

成績評価

教科書

参考書

ィスアワ

試験の問題形式は国家試験
受講上のルール留意点 授業時間数の3分の1を超えて欠席した者には単位を

に準拠した多肢選択問題 (A- 与えない

type， X2-守pelとする。

課題やレポートに関するフィードパック

野村峨編
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作業療法学科 夜 間 部

科 目 解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30日時間

担当講師 五十嵐広明 学年 l年生 後期

資格
東迎を東羅性邦医京列大学な保学部しど健医のてを医教覚学、療部員独え専教てと自門員にもし職3て作ら4大年長成う学年講し(リ解そ義たハ剖tので11ビ議内学はリ専教資なテ任育料くー講、、にシ携師そ自ョ2わ分の7ン年用でっ学)て語作部来、成の教深たし授経いた験(3を年基)に、 単に解剖学用語

実績経験
高等学校教諭一級普通学校免許状理一科級普 い、用語と用語の関

日午状中 教諭 週
資 意顕微味合鏡写真、多〈の蔵書か

免 理科 ら選んだ画像などを使用して講義を行う.

位授置業づのけ
単に器官の形態と名称を覚えるだけの解剖学に止まらないように、内臓および循環器系、リンパ様器
官の構造(しくみ)に関する少しレベルの高い(医学部の講義の内容に近い)知識を、器官発生学を
含んだ講義を通じて習得する。

人体の内臓、すなわち消化器系、呼吸器系、泌尿器系、生殖器系、内分泌系を構成する各器官の構造
到達目標 (しくみ)、およびこれら器官びの発乙生を理解する。そしてさらに、循環器系とリンパ様器官に所属す

る器官の構造(しくみ)、およ れらの発生を理解する。

授業形態 講義 「対面授業」あるいは「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
器官の基本構造

中空性器官と実質性器官、消化管(口腔)
消化器系

2回 消化器系 l 消化管(咽頭、食道、胃)

3回 消化器系2 消化管(小腸、大腸)

4回 消化器系3 消化腺(肝臓、胆嚢、豚臓)、消化管と消化腺の発生、腹膜

5回 呼吸器系 1 鼻腔、喉頭、気管、気管支

6回 呼吸器系2 肺、胸膜、縦隔

7困 泌尿器系 l 腎臓

B回 泌尿器系2 腎臓、尿管、勝脱、尿道

9回 生殖器系 1
泌尿生殖器系の発生、男性生殖器(精巣、精巣上体、精管、付属線(精嚢、前
立腺、尿道球腺)、外生殖器〕

10回 生殖器系2 女性生殖器(卵巣、卵管、子宮、睦、外生殖器)

11回 内分泌系 1 内分泌器の発生、甲状腺、上皮小体

12回 内分泌系2 下垂体、視床下部、松果体、副腎、豚島(ランゲルハンス島)

13回 循環器系 1 I 血管系 :A総論、血管の構成、全身の循環路、吻合と終動脈、血管壁の構
造、 B.各論 L 心臓(含む中隔形成)

14回 循環器系2
B 各論 2 肺循環 3 体循環 (a 動脈系 b 静脈系、含む動脈・静脈の発生)

E リンパ管系

15回 リンパ様器官・組織 リンパ小節、扇桃、リンパ節、牌臓、胸腺

全験し講ての義評問終価題す形了後に筆記試験を実施る(]00%)。試

成績評価 形式は国家試験に準拠 受講上のルール留意点 授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を与

した多肢選択問題 (A.type， えない

X2.type)とする。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名|

教科書 予め書配は付指す定るプリントを使用して講義を行うので、特に教
科 しない。

参考書 日本人体解剖学(下巻)第20版 金子丑之助原著 南山堂

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜 間 部

科 目 生 理 学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 小平健太郎 学 年 1年生 前期

資格 運動と健康に関方わへる現実的課題に対して、これまでトレーニングコーチとして運動選
手から一般の の運動指部経験を誹義に反映して展開する.保健医療{理学療法・

実績経験
NSCA-CSCS， NSCA-CPT， 

作業療法、看枝、臨書検査、械金理療、柔道盤檀等部門で生理学授業を担当して
いる組員が医療義従を事者に必須な生体機能白調節機梢について日常生活からの視点在例

体育学修士 示しながら誠 実施する。

作業療法士として専門分野町理を解理解や臨床へ応用していくためには生命す現象や生体機能の調節を理解すること
が必要となる。また、疾患等 するためには正常な機能を把握 る乙とが前提となるが、普段日常生活

授業の
の中でも観察できるものである。
日常的に行われている調節作用に目を向けながら、主に内臓器官の働気について、教科書だけでなく動困教

位置づけ 材などを活用しながら解説を行う.

講義を中心に、グループワークをまじえながら習得した知識の確認を行う

①鍔人体吸臓機のの恒機能常性を説明できる、②血液の成でる分、き制ると生、⑥体化器内内におげる機能、心臓・血管による循環器系の機能を説明できる
到達目標 と呼吸の調節機能を説明でき 官系の働きと栄華節索作、代謝について説明できる。

能と排t世果による調節を説明 分泌系による闘 用について説明できる

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 生理学の基礎① ホメオスタシスとは。細胞~個体、体組成、代謝、物質の移動

2回 生理学の基礎② ホメオスタシスの調節:人体における情報伝達、調節機構

3回 血液 血液の組成、血球・血般の働き

4回 循環① 心臓・血管の構造、血液の循環経路、刺激伝導系

5回 循環② 心機能の指標となる血圧・心拍数・心拍出量の概要

6回 循環③ 心臓周期、循環調節

7回 呼吸① 呼吸器系の構造、呼息・休息メカーズム

8回 呼吸② 呼吸器系の調節

9図 消化吸収 消化吸収器官の構造・経路、働き

101m 栄養素と代謝① 栄養素の役割、基礎代謝

11回 栄養素と代謝② 運動時の代謝

12図 排t世 排池器官の構造・経路について、腎臓の働き

13回 内分泌① 内分泌系の役割、ホルモンの種類作用

14回 内分泌② ホルモンと糖代謝

15回 内分泌③ ホルモンと水分代謝

試験 85%、講で義評内価小テスト15%
の合計100児 する。

試験、小テストともに記述式選択式の併用で基本事
成績評価

授業時間数の3分の l以上欠席
受講上のJレール・留意点 項を踏まえたものを出題する。小テストは5回実施す

した者には単位を与えない。
る。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に対して実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学第3版 内田さえ、原因玲子 医株歯式薬会出社版

参考書

オフィスアワー 得婁前椿の株開時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 生理学E 単位・時間数 l単位・30時間

担当講師 越智 広樹 学 年 1年生前期

資格
実績経験 経験年数教育機関等 10年

獣医師

位授置業づのけ

生理学は人体の機学能びを理解する学問である。本講義では、人体の運動機能を構成する神経、筋、感学覚習器を中心に、そ
の構造と機能を 、外的刺激に対する人体の反射や反応Jよらびに運動調節の仕組みについても する。また、生
理学は、作業療法、臨床医学を理解する上で基礎となる科目であるため、実際に臨床で遭遇する病態の内容も踏まえ
て講義する。

到達目標
①感覚神経の構造と機能が説明できる。②筋肉の構造と機能が説明できる。③運動制御の仕組みを説明できる。④

器官の構造と機能を説明できる。

授業形態 講義(対面と遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 神経系の基礎 I ニューロンの構造、静止膜電位と活動電位

2回 神経系の基礎 11 興奮伝導のしくみ

3回 神経系の基礎 III シナプス伝達のし〈みなど

4回 神経系の基礎 IV 神経の可塑性と再生など

5回 中枢神経系 中神経系の分類と機能

6回 末梢神経系 末梢神経系の分類と機能

7回 筋の構造とはたらき 筋の構造と収縮の仕組み

B回 筋紡錘の構造と機能 筋紡錘の構造と機能、反射経路について

9回
脊飽・脳幹に調おける運動制

脊髄、脳幹による運動調節

10回 高次な運動制御 小脳、大脳基底核、大脳皮質による運動調節

11回 感覚の一般的性質 間値や順応など、感覚受容器の性質について

12回 体性感覚 体性感覚の受容器と伝導路およびその機能

13回 味覚・嘆覚 味覚・嘆覚の受容器と伝導路およびその機能

14回 聴覚・前庭感覚 聴覚・前庭感覚の受容器と伝導路およびその機能

15回 視覚 視覚の受容器と伝導路およびその機能

定期試験(筆記) 100% I受講上のルール・留意点| 授業時間数の3分のl以上欠席した者には単位を与えない固

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは講義内で全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 生 理 学 第3版 内田さえ、原田玲子他 医歯薬出版

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 生理学実習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 渡辺 イ言博 必TとF 年 1年生 後期

資格 生理学の研究者(専門家)としての経験と、教育機関におけてる非理常解勤が
実績経験 講師としての経験を活かし、ヒトに備わった生理機能につい

深まるよう実習を行います。

生理学実習はグループ学習が基本となります。ヒトの生理機能の基本となる、血圧や心拍、心電

授業の
図、皮膚感覚、筋電図について、安静時の状態や、どのような状況プ (刺激)によりどのような変
動を示すのかを実際に自身の体で測定してもらい、さらにグ)1一 内で比較することで個体差に

位置づけ ついても観察します。測定機器の操作を習得することや生理機能の変化を体験すること、さらに
実施した内容をレポートとして文章と図でまとめるととで、生理学で学んだ内容の理解をより深
めることが本実習の目的です。

到達目標 人体の生理機能についての理解を深める

授業形態 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 実習の一般的解説 生理学実習における注意事項、授業の進め方の解説

2回 実習①~③の解説 実習内容の予習

43 回回 ①血圧と心拍数一l 血圧と心拍を測定し、安静時および体位変換の影響を理解する

56 回回 ②血圧と心拍数-2 血圧と心拍を測定し、運動負荷と寒冷負荷の影響を理解する

7B 回回 ③心電図 心電図を記録し、深呼吸や精神負荷の影響を理解する

9回
実習内容のまとめ文 プ実レ習内容をまとめる、または、グループで実施した実習内容について

は発表会 ゼンテーションを実施する

10回 実習④，⑤の解説 実習内容の予習

l 1 2l 回回 ④皮膚感覚
各皮膚部位による感覚点の測定ぼすを影実施し、皮膚部位による感覚点の分布の
違いや、冷却が皮庸感覚に及 響を理解する

11 43 回回
⑤随意運動と表面筋

筋電図を記録し、安静時や運動時の屈筋と伸筋の働きを理解する
電図

15回 発表会 グループで実施した実習内容についてプレゼンテーションを実施する

成績評価
-各実習レポート 90% 毎実習ごとに各自レポートを作成し、次週の授業

発表会や 受講上のルール・留意点
開始時に提出していただきます.また、授業時間

その他の提出物 10% 数の3分の l以上欠席した者には単位を与えるこ
とはできません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施します。

書名 著書名

教科書 生理学実習NAVI 第3版 大橋敦子 版

参考書 生理学第3版 内固さえ原因玲子ほか 版

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 機能解剖学 I 単位・時間数 1単位・ 24時間

担当講師 小笹 久志 学 年 1年生 後期

資格 実務経験:医療施設5年、教育機関9年
実績経験 作業療法士として病院にて評価・治療を行ってきた実務経験を活かし、

作業療法士 実例を交えながら講義、演習を行う。

位授置業づのけ 解脊剖柱学、での骨、筋帯、神経および関指節骨を踏まえて関機節能運、動を学び、関止節や可神動経域支別配定な、徒手筋力検査に向けた学習を行う。
自由上肢 (鎖骨から手 )の構造と 、筋の起始停 どを学習する。

到達目標 脊柱・自由上肢帯の骨筋活、関節名、筋、などを説明することができる。
脊柱、自由上肢帯の 動による関節運動、起始停止、神経支毘を説明することができる。

授業形態 講義・実習 h面と遠隔の開業

授業計画

回数 項目 講義内容

l図 骨総論 授業説明、骨の形態分類

2回 筋総論 筋の解剖、機能

3回 骨脊柱 脊柱を構成する骨

4回 筋上肢 上肢を構成する骨

5回 神経脊柱 脊柱を支配する神経

6回 神経上肢 上肢を支即する神経

7回 関節脊柱 脊柱の関節

8回 関節上肢 上肢の関節

日回 運動脊柱 脊柱の運動

10回 運動上肢 上肢の運動

11回 まとめ脊柱 脊柱のまとめ

12回 ま と め 上 肢 上肢のまとめ

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に提
筆記試験 90% 成績

受講上回ルーJレ・留意点
出すること。

評価 提出課題 10% 授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単位を
与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは授業内でクラス全体に実施する。
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科 目

担当講師

実績経験

授業の
位置づけ

到達目標

授業形態

授業計画

回数

l回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

日回

10回

11回

12回

教科書

参考書

オフィスアワー

作業療法学科 夜間部

機能解剖学E 単位・時間数 1単位. 24時間

山田 慶 学 年 l年生 後期

資格

資格・作験業・療法院土( 
実務経 病院身体障害分野)、適所リハ等 9年、教育機関 5年

作業療法士

人体の構造と運動のつながりの理解は動作分析をはじめとする作業療法評価学に重要である。この授業では、特に下肢
帯における、構造物とその機能、および筋の作用や起始停止、神経支配を 習する。

下肢帯の骨、筋、関節の名称・場所経支・構配造を説明できる。
下肢帯の筋の作用、起始停止、神 を説明できる。

「講義・演習」

項目 講義内容

関節総論 授業説明、関節の形態分類

骨総論 骨の機能解剖

骨各論 下肢帯の骨の名称、場所、構造

関節各論① 骨盤・股関節の連結と関節可動域

関節各論② 膝・足関節の連結と関節可動域

筋・神経総論 筋・神経の機能解剖

神経各論① 下肢帯の末梢神経①

神経各論② 下肢帯の末梢神経②

筋各論① 股関節の筋の作用、起始停止、神経支配①

筋各論② 膝関節の筋の作用、起始停止、神経支配②

筋各論③ 足関節の筋の作用、起始停止、神経支配③

まとめ まとめ

小テスト (30%)
定期試験 (70%)

受講上のルール・留意点

-授業時間数の 3分の l以上欠席した者には単位を
与えません。
-小テストの知識を活用した授業を実施します0

.小テストのための自己学習をお願いしますe

課題やレポートに関する7ィードパック

フィードパックは適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

標準理学療法・作業療法学専門基礎分野解剖学第5版 野村蟻 医学書院

新・徒手筋力検査法原著第10版 Dale Avers (劃， Marybe th Brown 
協同医部出版

(著)，津山直一(翻訳)。中村耕=

火曜日以外の午傍‘もしくはメール。
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作業療法学科 夜間部

科 目 運動学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 田中 克一 学 年 1年生 後期

資格 実務経験・医療・介護施設15年、教育機関3年

実績経験
医療・介護施設での運動学的知識を活用した評価・介入の経験を|

作業療法士 活かし講義を行う

位授置業づのけ
「動作分析Jや「作業分析」をする上で、その基礎となる人体の筋・関節の動きに関する知識につい

て講義する。この科目は身体障害評価学等の授業科目にも繋がる内容となっている。

到達目標
「身体運動の表現方法」について理解線」する
「姿勢の分類J r人体の重心・重心 「身体とてこJについて理解する
「上肢体と上肢の運動」について理解する

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
オリエンテーション

「教育目標評価方法について」 「身体運動の表現方法について」
「第l章運動学とは」

2回 「第7章姿勢」 復習
いて」

3回 「第2章生体力学の基礎」 復習

復習

復習

「第4章
四肢と体幹の運動」

復習

復習

小テスト3回(15%)
期末テスト 1回 (85%)

「姿勢の分類について」 「人体の重心・重心線(アライメント)につ

「身体とてとについて」

「上肢体と上肢の運動について(肩関節複合体)J 

「上肢体と上肢の運動について(肘複合体)J 

「上肢体と上肢の運動について(手関節)J 

「上肢体と上肢の運動について(手指関節)J 

l 授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位
受講上のルール・留意点i

l を与えない

↓題…する

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 基礎運動学第6版ー楠訂 中村隆一斎藤宏長崎浩 医版歯株式薬会出

カラー図解人体の正常構造と機能(10)運動器 酒井健J雄7ら
医医式医式務歯会歯会新社撲恭社報出出社版版株株参考書 カラー版カパンディ 関節の生理学 カパ ィ

筋骨格系のキネシオロジー DonaldιNeumann 

オフィスアワー
「月曜日午後(会議以外の時間)Jまたはメールで相談

-上記以外でも空いている際はご相談ください
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作業療法学科 夜 間 部

科 目 人 開 発 達 学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 大山 敬子 学 年 1年生 後期

資格
平成 13年作業療法土免て許勤取務得、後、 0歳~5 0歳代の発講達義障碍児者にかか

実績経験 わり、特別支援学校に 人開発達学の重要性を に取り入れてい

作業療法士
きたい。

授業の 胎児期から高齢期までの人間の発達について学びます。各時期において、身体的機能・運動的機
位置づけ 能・認知的機能・情緒的社会機能がどのような相互関係で発達するのかを学習します。

到達目標 各時期についてまとめたプリントを配布し、プリントに沿って授業を進めて行きます。

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目

l回
オリエンァーション

人開発達学で何を学ぶつ発達概念の歴史変遷。
人開発達学とは・胎児期

2回 胎児期反射と反応 人間の発達は胎児期から始まっている 生きるための反射と反応

3回 新生児期 『出生から4週間目』の新生児の発達

4回 乳児期前半 『出生後4~8週1 1出生後2~5ヵ月』の 2 つの時期。

5回 乳児期後半 『出生後5~8ヵ月 1 1出生後8~12ヵ月』の 2 つの時期。

6回 乳児期の摂食『離乳食』 哨乳から離乳食完了までの口腔機能の発達

7回
NATIONAL GEOGRAPHIC 1歳までの発達の振り返りとビデオでの学習

「赤ちゃんの不思議etcl

8回 幼児期前半(1歳台) 112 ヵ月 ~18ヵ月 1 118 ヵ月 ~24ヵ月』の 2 つの時期。

9回 幼児期前半 (2歳台) 124 ヵ月 ~30ヵ月 1 130 ヵ月 ~36ヵ月』の 2 つの時期。

10回 幼児期後期(年少・年中) 13歳代(幼少)1 14歳代(年中)1の2つの時期。

11回 幼児期後期(就学期前の l年) 15歳代(年長・就学前)1 

12回 学童期 小学生の発達

13回 青年期 『前期.中学生・高校生11後期:18~22歳』の l つの時期。

14回 成人期 『前期 22~35歳1 1中期・ 35~50歳1 1後期:50~65歳』

15回 高齢期 165歳~l 人聞は死ぬまで発達する?

筆記試験100% 受講上の

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 コメ7イカルのための専門基第礎3版分野ァキスト
人開発達学

福田恵美子編集 中外社医学

参考書
標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 人開発達学 医医学歯書薬院出
障害児者の摂食・礁下・呼吸リハビリテーション

版

オフィスアワー

262 



作業療法学科 夜 間 部

n 目 臨床，心理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 小野寺 哲夫 学 年 l年生 後期

資格
神定奈ス、心(川3管理ク年県ー理師)藤ル職をの取沢カに小対市得ウ中教。すン学育セるこ校委れラコに員ーンらて会サのと、学校教、Z生育神徒課奈、所川活ン保属県等か郡学梅にし者校老従、、名事実訪教市例問し員相てをの(談8交き年相員たえ)談.なと、、して4年市び間カ(、年文)科省認

して 大和 3 、鎌倉
実績経験 児童 およウンセリン

公認心理師・臨床心理士 市グ ルテーショ 2020年には国家資格公

Ph. D 認心理 ら実務経験を がら講義を行う。

臨床心理学は、ケアの専門家、および医療専門職が現場で患者とかかわってい〈上で必須の知識でありスキルであ

位授置業づのけ
る.授業では、臨床心理学の基礎知識に加えて、代表的な心理検査法や各種心理療法の基礎知識について、臨床現
場での20年のカウンセラーとしての経験から得られた実践的なカウンセリングスキルやクライエントとのエピソー
ドを交えて解説する。授業においては、アクティプラーニングの視点から心理テストやロールプレー等の実習を積
極的に取り入れた、参加型の授業を展開する.また、 PT/OTの国試対策も視野に入れて授業を行っていく。

到達目標 OTの国家試験を見据えた上での臨床心理学の基礎理論、心理検査および心理療法の各種技法の習得。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 臨床，心理学の概論 臨床心理学とは何か 臨床心理学の原則 臨床心理学の職業倫理

2回 臨床心理学の定義 臨床心理学の定義と臨床心理学の3つのパフダイム

3回 フロイト精神分析① フロイト精神分析の成り立ち フロイトの局所論と構造論

4回 フロイト精神分析② 防衛機制(基礎)代表的訪衛機制

5回 フロイト精神分析③ 防衛機制(!i1i用)転移と逆転移

6回 アタッチメント理論 ボウルビーのアタッチメント(愛着)理論とウィニコットの対象関係論

7回 心理アセスメント① 心理検査の定義信頼性と妥当性心理検査の分類

8回 心理アセスメント② 知能検査、性格検査(質問紙法・投影法)、神経心理学的検査、作業検査

9回 カール・ロジャーズ① ロジャーズの経歴 自己理論非指不療法から来談者中心療法まで

10回 カール・ロジャーズ② セラピストの中核3条件 傾聴技法十分に機能する人間

11回 交流分析① 交流分析 (TAIの哲学 5つの自我状態の構造分析と機能分析

12回 交流分析② ストローク分析 ストロークエコノミー OK牧場(人生の立場)

13回 森田療法 森田正馬の生涯森田療法のキーワード 精神交互作用 生の欲望

14回 認知行動療法① 認知行動療法 (CBTIの全体像 6つの基本原則 自動思考とスキーマ

15回 認知行動療法② 認知行動療法 (CBTIの応用 認知再構成法と問題解決法

期末レポート課ト題楳 (90%)、毎回
毎回のミニレポート課題は、授業で学んだ内容につ

成績評価 のミニレポ一課題(10%)で評 受講上のルール・留意点 いて、感想や自分の意見、質問等を比較的自由に書

価する。
いて提出する。 毎日の授業と試験において、教科
書は必ず使用する。

課題やレポートに関するフィードパック

原則としては、毎回のミニレポート課題についてのフィードパックは行われないが、必要に応じて行う場合もある.

書名 著書名 出版社名

教科書 IPT・OTのための臨床心理学テキスト(改訂)! 小野寺哲夫 リJFッAパシブン

参考書 認知行動療法臨床ガイド デヴイツト・ウエストプルック 金剛出版

オフィスアワー 「授業前後の休憩時間」
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作業療法学科 夜間部

科 目 小児科学 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 江添 隆範 学 年 I年生 後期

資格

実績経験
昭和62年より、小児科医師として病院勤務。治療の経験を活かし、講義を行う。
日本小児科学会専門医

小児科医師

位授置業づのけ 治療に理学療法、作業療法が重要な役割を果たす小児、思春期の疾患について講義形式で習得する。

到達目標 小児の正常な発育、発達を知る。小児に特有な疾患を理解する。

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 小児の特性、発達 発達、発育(正常)について、小児保健、小児によくみられる症状など

2回 遺伝学、新生児
臨床遺伝学について(染色体異常、遺伝子疾患)
新生児の特徴、低出生体重児、

3回 神経、筋疾患 脳奇形、てんかん、筋疾患(筋シストロフィ症、ミオパチー)

4回 神経、筋疾患 自閉性障害、 AD/HDなどの発達障害

5回 心疾患、感染症 心疾患:先天性心疾患を中心に 感染症.小児期に多い感染症

6回 消化器疾患、内分泌疾患 小児の消化器疾患 ホルモンの異常による小児疾患

7回
血液・腫揚疾患、アレル 血液疾患・貧血、白血病、血友病
ギー疾患 アレルギー疾患ぜん息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー

8回 腎疾患、重症心身障害
腎疾患:腎炎、ネフローゼなど
重症心身障害の定義、身体的特徴と治療

筆記試験100% 受講上のルール・留意点| パワーポイントを用いて講義。資料配布あり。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 医学書院

参考書

オフィスアワー 授業後の休憩時間
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科 目

担当講師

実績経験

授業の
位置づけ

到達目標

授業形態

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13図

14回

15回

作業療法学科夜間部

精神医学 単位・時間数 2単位・ 30時間

河遁宗知 学 年 l年生 後期

資格
作実業務経験 20年、精

療法士として 神科病院教、精員神を科努訪め問看也、発達支援センターにで臨床を行

作業療法土/公認，心理師
う。また作業療法士韮成機関で 努ている。

作業療法において、精神障害のリハビリテーションは起源であり、主要な対象である.その知識的基盤とな
る精神医学は重要な科目であるといえる。

1. 精精神神障害害に対して、症状の特徴、経過、基本的知的識を習得する.
2 陣 者を同じ社会で生きる人として、全人 に理解し、将来的にリハビリテーションを提供する臨
床家としてかかわるために基本的知識を習得する

精神医学の歴史および現状について説明することが出来る
精主要神な精神疾患の症状について説明することが出来る
神障害の経過や、生活上の困難吉、治療について説明できる

講義 i 併用授業

項目 講義内容

総論
精神障害と診断基準(従来アの診断法と操作的診断法:ICD、DSM)、精神医学の
歴史、脆弱性ストレスモ ル

総論
精神機能の障害と精神症状(意識、注意、知能、パーソナリティ、記憶、感
情、自我障害、知覚障害、思考障害、病識)

総論 てんかん(分類、症状)

疾患論 依存症(アルコール、その他の物質使用障害、噌癖行動障害)

疾患論 認知症、高次脳機能障害

疾患論 統合失調症①(主要な精神症状、精神症状の特徴)

疾患論 統合失調症②(症状と生活障害、治療、リハビリァーション)

疾患論 気分陣害①(大うつ病)

疾患論 気分障害②(双極性障害、その他の気分障害)

疾患論 神経症性障害①(不安、強迫、ストレス関連障害、解離性障害)

疾患論 神障桂害担他)」時 :(61 l身 、-...."， 口、その他の神経症性障害) (根食

疾患論
パーソナリァィ障害(パーソナリァィ概説、 ICD• DSMに基づく障害分類、治
療・援助)

疾患論 行動の障害、性の障害

総論
精神科リハビリテーション、コンサルテーション・リエゾン精神医学、他職種
連携

総論 精神科リハビリ 7ーション、精神専門療法、作業療法

定期試験U% I I 授業内で適宜課題や知識確認テストを行うため、授
授業での課題、授業内での|受講上のnール・留意点| 業ごとにその内容の理解を深め、不明な点は質問を
確認テスト20% I I していただきたい。

課題やレポートに関するフィードパック

授業内容の理解を深めるため、授業内で課題の実施や、知識確認テストを行う。結果については、次回の授業で補足、
フィードパックを行う予定。

書名 著書名 出版社名

教科書 碍準理学療法学・学作第業4療版法増学補専版門基礎分野
精神医

編集。上野武治 医学書院

参考書 授業毎の配布資料

オフィスアワー
主として‘授業肉、授業前後の時間蓄をにし質て問いをた受け付ける。

必要に応じて‘メールでの連絡 ただきたい
m-koube@nichireha.ac.io 
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科 目

担当講師

実績経験

授業の
位置づけ

到達目標

授業形態

成評績価

作業療法学科 夜間部

リハビリァーション医学概論 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

草野 修輸 学 年 l年生 前期

資格 20年以上にわたり、リハピリテーション専門直として、臨庶においてリハビリ生テー

リハビリテーション専門医

ショシ医療を行ってきた.またもく専行講義門っ学校及び大学において、作業療法学科の学 にリ
ハピリテ般ーション医学の講やす義 てきた。その経験を活かし、リハビリテーション
医学生についてわかり する.

リハビリテーション医学の歴史、ピ定リ義テ、関連職種、学障に害つ評い価て、各全種般対的車理疾解患をの深リめハビリテーションなどについて紹介し、
これからの4年間で学習するリハ ーション医 、 てもらう。

①リハビリテーションの歴史や定義、関連職な箱ど、関連法規・社で会き福る祉。③制度リについての説明できる。与②すリハビリテー
ションに必要な、病障害態理・解リノ、評価法、治療法 について説明 る ハビリテーションが関 る代表的な各種
疾患について 、ピリテーションなどについて説明できる。

講義

リハビリテーション医学の歴史的背景や定義について紹介する

リハビリテーションにおける障害分類とリハビリテーションで関わる分野について紹介する

リハビリテーション領域において関与する各種関連職種について紹介する

リハビリテーションにおける関連法規と社会福祉制度について紹介する

リハビリテーションにおける障害評価として、運動障害・感覚障害について解説する

リハビリテーションにおける障害評価として、各種高次脳機能障害他について解説する

リハビリテーションにおける各種障害評価法、関連する検査法等について解説する

リハビリテーションにおける各種治療法について解説する

リハビリテーションにおける各種補装具 義肢・自助具などについて紹介する

脳血管障害の病態と障害、実際のリハビリテーションについて解説する

脊髄損傷の病態と障害、実際のリハビリテーションについて解説する

とリハビリテーションについて解説する

心臓疾患等の内部障害とリハビリテーションについて解説する

症候群、ロコモ、サルコベニア等の病態とリハビリテーションについて解説する

定期試験100% 受講上のルール・留意点
年四、締議資料を記布するので、しっかりと復習す
るとと

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業内容に則したミニテストを出題するので、しっかりと復習すること

書名 著書名 出版社名

特に指定なし
教科害

オフィスアワー 毎週金曜日昼休み時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 作業療法概論 単位時間数 1単位.30時間

担当講師 深瀬 勝久 学 年 1年生前期

資格
作業療法土として病院勤務などの実務経験を活かし、実例を交えなが

実績経験
ら講義を行う

作業療法士

位授置業づのけ
これから4重の年基要間本性学や的び必な、要将性来を的見に出作し業て療い法く士。として働くために、作業療法とは何かを理解する。理解が深まることで今後

作の業授療業法の 知識について、講義と演習、視聴覚教材を使用して授業を進めいていく

作業療法について、定義や法療律法などを交えて説明が出来るようになる

到達目標
リハビリテーション作業 の歴史やの成り立ちを理解出来る

作業療ご法の流れを理法解にする
領域との作業療 ついて説明ができる

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 作業療法の定義 オリエンテーション

2回 作業療法の定義 定義について

3回 リハビリテーション リハビリテーションの成り立ちについて

4回 作業療法の歴史 世界の作業療法の歴史

5回 作業療法の歴史 日本の作業療法の歴史

6回 作業療法の領域 各領域について

7回 作業療法の流れ 作業療法の一連の流れについて

8回 作業療法の実際 症例を用いて

9回 精神障害の作業療法 対象疾患・評価・治療について

10回 身体障害の作業療法 対象疾患・評価・治療について

11回 発達障害の作業療法 対象疾患・評価・治療について

12回 老年期の作業療法 対象疾患・評価・治療について

13回 療法土に求められる態度 グループワーク①学習に向き合う姿勢

14回 療法土に求められる態度 グループワーク②対象者に向き合う姿勢

I 15回 まとめ グループワーク③全体のまとめ

発表30児 グループで行う演習に関して、必ず役割を持ち、傍
成績評価 テスト70% 受講上のJレーJレ・留意点 観者にならないこと。

評価には授業全体の2/3の出席が必要

」

1…Bを行う

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 標準作業療法専門分野作業療法概論 岩崎ァル子 医学書院

参考書

オフィスアワー 目~丞 14堕-21監30昔整量室
k-fukase@nichireha.acjp 
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作業療法学科夜間部

科 目 基礎作業学 単位・時間数 l単位・ 24時間

担当講師 山下 高介 学 年 1年生前期

資格

実績経験
病院勤務・訪問看護なとを経験.それらの実務経験を踏まえたう
えで講義を行う。

作業療法士

授業の
作業療法の作業が、何を意味しているかを学ぶ。また、作業を構成している要素

位置づけ
や分析する視点を理解する。
授業方法.講義、演習(グループワーク)、課題など

到達目標
作業科学と作業療法の関係について整理できる。
作業分析の際に、作業科学の知見を挙げるととができる。

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
オリヱンァ

授業の進め方、成績評価についてン一、ヨ/ 、

2回 作①業科学の誕生 作業がひとに与える影響について

3回
作業科学の誕生

作業科学という学聞について
② 

4回 作業の意味① 作業と健康・幸福との関係について

5回 作業の意味② 作業と生活・社会との関係について

6回 作念①業科学と諸概 作業科学における視点①作業的存在

7回 作念②業科学と諸概 作業科学における視点②作業の階層性

B回
作業科学と作業 作業科学の作業療法への適用について①スト リ ァリングとスト
療法① リーメイキング

9回
作業②科学と作業
療法

作業科学の作業療法への適用について@作業中心の実践

10困 演習① 作業ポートフォリオの作成

11回 演習② 作業ポートフォリオの発表

12回 まとめ 授業内確認試験

課題
-ポートフォリオの

成績評価
作成 (20%) 受講上のルール・留 3分のlを超える授業時間数を欠席したものは
-授業課題 (50%) 意点 試験が受けられない。
筆記試験 (30%)
-確認テスト

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは全体に実施する，個別のフィードバックも相談にて可とする

一書Z 者書名 出版社

教科書
寸軍票]つで荷だろう・作業科字入門第

古川 ひろみ 医出歯版薬
2版

参考書

日~令(木除く) 14時-21時30分封昌宮
オフィスアワー メールでの対応可。k-

yamashita骨nIchireha.ac担



作業療法学科 夜間部

手4 目 基礎作業学演習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 松生 容一・田中 克ー 学 年 1年生 後期

資格
実務経験(松生)病院、施設12年、教育機関11年
実務経験(田中)医療・介種施設15年、教育機関3年

実績経験

作業療法士
医療・介護施設での基礎作業学の知識に基づいた評価・介入経験を活かし講義を
行う

授業の 作業療法の手段体機として用いられるい〈つかの種目に関して、具体的にその手順・工程を実習し、技法の基本(特
位置づけ 位、必要な身体 能・精神機能、材料・器具の特徴と使用法など)を学ぶ。

到達目標
篠細工の特徴、道具の使い方を理解し作品を作ることができる
革細工の特徴、道具の使い方を理解し作品を作ることができる

授業形態 演習 対面

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 篠細工① 鱗細工の特徴を知る。道具の使い方など。

2回 膝細工② 作品づくり(コースター、かごなど)

3回 藤細工③ 作品作り

4回 藤細工④ 作品作り

5回 藤細工⑤ 作品作り

6回 篠細工⑥ 作品作り

7回 線細工⑦ 作品作り

8回 燦細工③ 作品作り

9回 草細工① 革細工の特徴を知る。道具の使い方など。

10回 草細工② 作品づくり(コースター、財布など)

11回 革細工③ 作品作り

12回 革細工④ 作品作り

13回 革細工⑤ 作品作り

14回 草細工⑥ 作品作り

15回 草細工⑦ 作品作り

16回 革細工③ 作品作り

22ZF(作品の出来、提|受講上のJレール留意点|鷲宮間数の3分の l以上欠席した者には単位を与

課題やレポートに関するフィードパック

授業時間内ならびに作品完成後に行う

書名 著書名 出版社名|

教科書 作業活動実習マニュアル第2版 古川宏監修 医歯版薬出 I

参考書 図画工作・美術用具用法辞典 相田盛二
日本文教
出版

「月曜日午後(会議以外の時間)Jまたはメールで
オフィスアワー 相談

-上記以外でも空いている際はご相談ください
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作業療法学科 夜間部

芋ト 目 身体障害評価学 I 単位・時間数 l単位 30時間

担当講師 田中 克一・山田 慶 学年 1年生 後期

資格 実務経験(田中) 医療・介護施設15年、教育機関3年
実績経験 実作務経験(山田) ・医療・介護行施設 9年、実教務育経機験関を5年

山田・作業業療療法士 業療法士として評演習価・治療を ってきた 活かし、実例を
田中・作 法士 交えながら講義、 を行う。

身比金間即醐醐用削除い陣可描て容叩地時、分身ず野体るZ町拡の一闘字関集一節醐療に可お法癒を世向肉之動友仏か5い一筋向すのて力飢名を身侃犯…体』E評紘のEす価閣る即節司た一可め駒に、均て域実時一金生汁問力る一の髄評問価仲袷稼問ま必うの須明M一EE& )の身体

位授置業づのけ

む身の活動を踏まえ

対象者にとって個別的な目的や価値における作業ニードの評価について説明する

身体節常者障可動害に対分域し野測て定に、お、正徒けし手るく作業療法査評の基価礎の目的 方法を技理能解をす習る得。す到達目標 関 筋実力施検で 的な知識、 る。
健 きる。

授業形態 講義・演習

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 評価概論 講義 身体障害作業療法における評価概論

2回 関節可動域測定 講義 関節可動域測定の概要

3回 関節可動域測定 実技演習肩関節

4回 関節可動域測定 実技演習肘・前腕・手関節

5回 関節可動域測定 実技演習股関節

6回 関節可動域測定 実技演習膝・足関節

7回 関節可動域測定 実技演習 母指・手指関節・肩甲帯

B回 徒手筋力検査 講義 徒手筋力検査の概要

9回 徒手筋力検査 実技演習肩関節

10回 徒手筋力検査 実技演習肘・前腕・手関節

11回 徒手筋力検査 実技演習股関節

12回 徒手筋力検査 実技演習膝・足関節

13回 徒手筋力検査 実技演習母指・手指関節

14回 徒手筋力検査 実技演習肩甲帯

15回 徒手筋力検査 実技演習総復習

実技演習の服装 ケーシー、リハシューズ、上着
アクセサリーやは外だしておくこと。

小テスト 20% 
畳税上のルール留意点

実技試験では、身 しなみを含めて許佃する。
成績評価 実技試験 40% 髪型、髪色、髭、化粧、匂い、服装、格好など。

筆記試験 40% 授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単位を
与えない。

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックはクラス全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 陳関7事・作業療法学一査専法門分野第作10業版療法評価学 第a版
編著葉者 麗Da歪le真A三v一ers， Marvbeth Brown 

医学書院
徒手筋力検 原著 共同医初出版社

参考書

オフィスアワー 授業聞の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

キJ 目 運動学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 山田 慶 学 年 2年生 前期

資格

実績経験
資格.作業療法士
実務経験病院(身体障害分野)、適所リハ等 9年、教育機関 4年

作業療法土

授業の 「動作授分業析」を実践する上で、人体の各関節の!IiIJきに関する知識は必たて須下もで肢学ある。

位置づけ
との では運動学 Iで学習した生体力学や機能解剖学Eで学習し 帯の構造や機能をもとに、下肢・体幹の
運動に与える影響や歩行について学習する。さらに運動学習についても 習する。

到達目標 下肢・体幹の各筋が人体のどのような動作に関与しているかを説明できる。

授業形態 「対面と「講遠義隔・の演併習用」授業」

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

項目

総論

下肢帯と下肢の運動①

下肢帯と下肢の運動②

下肢帯と下肢の運動③

頚部・体幹

頚部・体幹の運動①

頚部・体幹の運動②

頚部・体幹の運動③

顔面および頭部の運動

歩行①

歩行②

歩行③

歩行④

運動学習①

運動学習②

小テスト (20%)
定期試験 (80%)

授業説明

股関節の運動

膝関節の運動

足関節の運動

頚部・体幹の関節、筋

頚椎の運動

胸椎・胸郭の運動

腰椎の運動

頭部の筋と運動

歩行の運動学的分析

歩行の運動力学的分析

小児と両齢者の歩行

異常歩行

運動学習の諸理論

練習と訓練

受講上のルール・留意点

講義内容

-授業時間数の 3分の l以上欠席した者には単位を
与えません。
・小テストの知識を活用した授業を実施します。
小テストのための自己学習をお願いします。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 基礎運動学第6版補訂 中村隆一他 医歯車出臨

参考書 筋骨格系のキネシオロジー Donald A.Neumann 医歯描出臨

オフィスアワー 岩盤国弘主主の~後s 皇kQ主メーJレa
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作業療法学科 夜間部

手ヰ 目 運動学実習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 山田 慶 学年 2年生 前期

資格

実績経験 資格 作験業療法士
実務経 病院(身体障害分野)、通所リハ等 9年、教育機関 5年

作業療法士

位授置業づのけ
作業療法において「動作分析」は治療常作プな分ロ基グ析本」ラムを立案するために必立要な評価である.この授業「では、解「剖学、生理
学、運「動支学援の方知法識の検を用討」いて、ヒトの正 動作道が筋どのように成り っているのか、また、 観察」 問題点の抽
出J といった「動 の を誠習形式で学習する。

到達目標
解剖学、生理学、運動学の視録点から正常な基本動作作の成り立ちを説明できる。
正常な基本動作の「観察記 」が記載で昔、 「動 分析」にどのように用いるか説明できる。

授業形態 「対商「と講遠義隔・の演併習用J授業J

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論① 動作分析

2回 総論② 観察記録と考察

3回 姿勢① 立位姿勢の観察記録

4回 姿勢② 臥位、鹿位姿勢の観察記録

5回 観察記録 動作の記録方法

6回 基本動作① 起立、着座の動作と筋活動

7回 基本動作② 寝返り、起き上がりの動作と筋活動

8回 基本動作の分析① 起立、着座の観察記録

9回 基本動作の分析② 起立、着座の動作分析

10回 基本動作の分析③ 寝返り、起き上がりの観察記録

lla:J 基本動作の分析③ 寝返り、起き上がりの動作分析

12回 動作分析演習① 演習説明

13囲 動作分析演習② 基本動作ハンドリング①

14回 動作分析演習③ 基本動作ハンドリング②

15回 動作分析演習④ 発表

-授業時間数の3分のl以上欠席した者には単位を与

成績評価 課題期提出 (50%) 受講上のルール・留意点
えない。

定試験 (50%) 課題提供日に欠席した場合には相談にくるように。
同等の間l題を課す場合がある。

課題やレポートに関するフィードパ、ノク

フィードパックは適宜実施する.

書名 著書名 出版社名

教科書 基礎運動学第6版補訂 中村隆一他
医歯薬出

版

参考書
動作分析ー臨床活用講座ー 石井慎郎 MEDICAL VIE官

オフィスアワー 火眼目以外田午後‘もし〈はメーJレ。
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作業療法学科 夜間部

手ヰ 日 病理学概論 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 阿武カディル 点寸三J二- 年 2年・前期

実務経験 資格:医師 経験年数 医療機関 20年

教育目標|国家試験に出題される範囲内での病理学の基本的な知識を理解する

教育内容

講義内容

回数 項 目 議 義 内 d令コ司・

病理学概要、病因論
病理学の概念、診断病理、実験病理について理解する

1回 退行性病変
疾病の外因・内因を理解する 変生、萎縮、壊死、ア

進行性病変
ポトーシス、肥大、過形成、化生、異型性及び再生につい
て学ぶ

2回 代謝障害
生命を維持するための代謝及び代謝異常により引き起こさ
れる病態について学ぶ

3回
循環障害 血液循環の基礎、循環障害の病因・病態について理解する
炎症と感染症 炎症の経過と生体の反応を理解する

4回 腫君事
臆擦の特徴、命名と分類、形態、悪性腫、療の進展形式を学
主主 進行度、発生原因と発がんメカニズムを学ぶ

5回 先天異常・奇形 遺伝性疾患、染色体異常と奇形の基礎を学ぶ

6回 循環器 心臓の疾患や血管の疾患を学ぶ

7回 呼吸器 肺や胸膜に見られる疾患、腫療を学ぶ

脳血管障害、中枢神経系の感染症，脱髄疾患の病理学変化を

8回
神経系 学ぶ
運動器 主要な神経変性疾患の病理学的変化を学ぶ

骨、軟骨、関節、筋肉の疾患について学ぶ

評価方法|受講態度、出席状況、中間テスト、定期試験を通して総合的に評価する

教科書 標準理学療法・作業療法専門基礎分野病理学 梶原博毅著 医学書院

参考書 ルービンカラー基本病理学 エマニュエル・ルービン著河原ら翻訳 西村書庖
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作業療法学科 夜間部

科 回 内科学・老年学 I 単位・時間数 2単位 30日寺問

担当講師 本間 ↑専 学 年 2年生 前期

資格
日本内科本学会師認会定認定内科産医業、 日本循本環心器臓病学会学専会門医、 日本超今音波医学会専門学

実績経験 医、日医 医、日 特別会員。までの医潟大

医師
での内科学講義、大学病院臨床経験を活かした授業を行う。

チーム医療共でないと治療重効要果が得られないケースが多くなっている現疾状で、態内科て検学高・老年学療病在学ぶこと解はき病する態

位授置業づのけ を理解し 有す高る点で である. 医気療はi専を溝持門職として必要な内科 患の病 査治 について理
る。 また、 齢者が多くなり複数業の病 つ場合が多いので老年提学を過し 齢者の態を理解で よ
うになることも大事である。 授方法 義中心で、課題も毎回示する。

到達目標 主要な内た科過疾程患の理概解患でを理解よし、高な齢者の特有な病態を説明できるようになる。 その上で検査、診断、治療
といつ を きるうにる。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 内科学総論 内科学の概念、症候学、リハビリテーションとの関係を説明できる。

2回 老年学総論 老年学の概念、症候学、リハビリテーションとの関係を説明できる。

3回 感染症 1 感染症総論.病原体の種類、感染の経過、感染経路、予防、治療を説明できる。

4回 感染症2 代表的な細菌感染症、ウイルス感染症、真菌感染症の病態、検査、治療を説明で
きる。

5回 循環器疾患 1 循環説生理、検査を説明できる。高血圧、メタボリツクシンドロームの病態、治療
の明ができる。

6回 循環器疾患2 急性冠症候群(狭心症、心筋梗塞)の病態、検査、治療の説明ができる。

7回 循環器疾患3 弁膜症、先天性心疾患、心不全、不整脈の病態、検査、治療を説明できる。

B回 呼吸器疾患 l
呼吸器の解剖、機能、検査の説明ができる。感染性肺疾患の病盤、検査、治療を
説明できる。

9回 呼吸器疾患2 慢性閉揚塞性性肺疾患、拘束性肺ギ疾患、呼疾吸患不全の病態、検査、治療の説明ができ
る。腫 肺疾患、アレルー性肺 の病態、検査、治療を説明できる。

10回 消化器疾患 l
消化療器各磁器の解き割、機能、検査を説明できる。食道、胃の疾患の病態、検査、
治の説明がでる。

11回 消化器疾患2 小腸、大腸、腹膜疾患の病態、検査、治療を説明できる。

12回 肝、胆、勝臓疾患
肝、胆、障の解剖、機能、検査を説明できる。各疾患の病態、検査、治療を説明
できる。

13回 脳神経疾患 l 脳神経の解剖、機能、症候、検査を説明できる a

14回 脳神経疾患2 脳血管障害の病態、検査、治療を説明できる。

15回 脳神経疾患3 脳腫療、脊髄疾患、脱髄・変性疾患の病強、検査、治療を説明できる。

定期試験 畳融上のルール・留意点
定期試験は五者択ーの 50題。 毎回提示する限題も
五者択一問題でトレーニングしてい〈。

課題やレポートに関するフィードパック

事務局を通してメールで質問を受け付ける。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

要参考書 なし

オフィスアワー 事務局を還して質問を受け付ける。
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作業療法学科 夜間部

科 日 内 科学・老年学E 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 本間博 学年 2年生後期

資格
日学本師内会科学会経認業定験医内科本医、 臓た日本病授循学環会器特別学会会専門医. 日本の超医科音誼大医学学会専門医、 義日本

実績経験 直認定産、日心 貝.今まで での内科学講

医師
大病院臨床験を活かし授業を行う。

位授置業づのけ で虫 る.医 畠盟査・治について る.また、 くな を持チーム居でが時多あでないと治醍効職果とがし持てて必病ら亜れ揺ななをいケースがのる多病よくなっている現療状で、 内科理る学解.す授園老年学を学ぶことがは病多臨を理毎り解控回数提し共示の有気する点

つ堀堕合 いので龍老王年手学門を過し 内理解科症でき うに横なる乙とも大事であ . 聾方法は講高韓齢中者心で繰題も毎回 示の病する.

到達目標
主要な内科疾患の概意を理解し、高齢者の特有な病態も説明できるようになる。その上で検査、診療、治療の過程を理解
できるようになる。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 内分泌疾患1 内分き泌器官の解剖、機能を説明できる。視床下部、下垂体疾患の病態、検査、治療を説明
でる。

2回 内分泌疾患2 甲状腺、 11)腎、勝臓、卵巣、精巣疾患の病態、検査、治療を説明できる。

3回 糖尿病、代謝疾患 糖尿病、脂質代謝異常、痛風の病態、検査、治療を説明できる。

4回 アレルギ一、免疫疾患
アレルギ 、免疫のメカニズムを説明できる。 アレルギ疾患、免疫不全症の病態、検
査、治療を説明できる。

5回 勝原病 l ~原病の概念の変遷、病態、検査、治療を説明できる。

6回 勝原病2 関ど節リウマチ、全身性エリア療マトーデス、シェーグレン症候群、強皮症、ベーチェットな
の疾患の病態、検査、治 を説明できる。

7回 腎、泌尿器疾患 腎臓疾患泌尿器の解検剖、機治能療を説明できる。急性 慢性腎障害、腎不全 尿管 勝脱・前立|
腺 の病態、 査、 を説明できる。

B回
血液格化療法、臓器移植

急性腎不全症例による透析例が増加しているが、透析と移植の現状を理解する。
療法

9回 血液疾患 血液・造血器疾患の概念の変遷、病態、検査、治療を説明できる。

10回 骨代謝と疾患、フレイ 骨の解剖、代謝を説明できる。骨組懸症の病態、検査、治療を説明できる。また、フレイ
ル、ロコモテイプ Jレ、ロコモティブを理解する.

II回 中毒、環境因子による疾
中毒にはどのようなものがあり、環境要因がどのように関わっているのかを理解できる。

車i

12回 緩和ケアと終末医療 終末医療は現在どうなっているのか、また緩和ケアの現状を理解する。

13回 IgG4関連疾患 新しい全身疾患として注目されているIgG4関連疾患について理解する。

14回 内科と皮膚疾患 内科疾患と皮膚疾患との関連について理解する。

15回 認知症 認知症とどう向き合うかを考え、理解する。
」

成績評価 定期試験 受講上のルール留意点 定ト期レ試験ーは、五者択 問題50題。毎回の限題も五者択一問題で
一一ノグし'ていく.

課題やレポ ト1:関するフィ ドノてック

事務局を過してメールで質問を畳けつける。

書名 著書名 出臨社名

教科書 なし

参考書 なし

オフィスアワー 事務局を通してメ ルで買聞を呈Iす付ける。
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作業療法学科 夜間部

科 目 整形外科学 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 武 内 俊次 学年 2年生 前期

資格

実績経験 昭和 54年より療、経医師験として畿荊に院勤務、現在は整形外科医措医として、治療を行っ
ており、その措 を講 反映させる。

医師

位授置業づのけ

盤形外ど科学外は、 上、外に黒肢変関科の形わ疾、学性下る患の肢理関概や節学外、論体症療傷かや幹法、ら士関のお、運動器ウ官を専門どに担う科ざでま、 骨、 関節、 筋肉、 神経などが関係する疾分野である。 骨折や捻
挫な の 傷と 節リ マチな 、古ま なが等項疾極の目患め論のがて講議重義あをる. これら運動器の外傷や 患の治療には、リハ
ピリテーション 、主よ作び10業骨小療疾児法患猿士、田、などの参加 要である。では、盤陪 関節リウマチ 行う。
前後期期では、神経 よ 4児盤形などの特殊な 義を行う.

到達目標 整形外科学の講義、前期、後期を通じて、疾患、障害を理解して、治療手段につなげる能力を学ぶ

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 骨疾患① 1，骨折

2回 骨疾患① 2，骨折

3回 骨疾患② 1，骨折の治療

4回 骨疾患② 2，骨折の治療

5回 骨疾患③ 1，偽関節と骨壊死

6回 骨疾患③ 2，偽関節と骨壊死

7回 変形性関節症①

8回 変形性関節症②

9回 変形性関節症③

10回 関節リウマチ① 診断

11回 関節リウマチ② 評価

12回 関節リウマチ③ 治療

13回 関節リウマチ④ 類縁疾患

14回 軟骨・関節の疾患、その他

15回 靭帯の外傷・疾患

成績評価|筆記試験100% 受講上のルール・留意点| 全授業時間数の3分の2以上出席すること

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 はじめての講義リハビリテーションのための整形外科学の歩吉方 田中栄監修 南江堂

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 整形外科学E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 武内 俊次 学 年 2年生 後期

資格

実績経験 昭和 54年より、医師として義病に反院勤映務、現在は護市外科医業医として、治療を行っ
ており.その治療経験を鵡 させる。

医師

整形外科学は、上肢傷、下肢、体幹の運動器官を専門に扱う科で、骨ざ、な関の疾節参、加患筋がが極肉あ、神経などが関係する分野である。骨
折や捻挫などの外と、変形性関節症や関節リウマチなど、さま ま る。 乙れら運動器の外傷や疾患の治

位授置業づのけ
療には、リハビリテーションに関わる理学療法士、作節業リ療法士、など めて重要である。
前期では、整形外科学の概論から、主びに骨小疾患、関 リウマチ等の講義を行う。
後期では、神経系の疾患や外傷、およ 児整形などの特殊な項目の講義を行う。

到達目標 整形外科学の講義、前期、後期を通じて、疾患、障害を理解して、治療手段につなげる能力を学ぶ

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 隠の外傷・疾患

2回 筋肉の外傷・疾患

3回 末梢神経① 1，絞拒性神経障害

4回 末梢神経① 2，絞拒性神経障害

5回 末梢神経H① 3，絞拒性神経障害

6回 末梢神経ゆ 4，絞拒性神経障害

7回 末梢神経② 1，神経根の障害

8回 末梢神経② 2，神経根の障害

9回 末梢神経@ 3，神経根の障害

10困 脊髄疾患①

11回 脊髄疾患②

12回 脊髄疾患③

13回 小児整形外科①

14回 小児整形外科②

15回 切断

成績評価|筆記試験100% 受講上のルール・留意点| 全授業時間数の 3分の 2以上出席すること

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書
はじめての講義リハビリァ ションのための整形外科学の歩き

田中栄監修 南江堂
方

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜 間 部

科 日 神経内科学 I 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 大供 孝 学 年 2年生 前期

資格 医師、医学博士、リハビリテーション医学会指導医、脳神経外科学会、z専4也g 門医、脳卒

実績経験
中学会指導底。 臨床経験.病院2，年実 (大学病院7年) r専門医、 導医として
病院にて積極的に治療を行ってきた 務経験を活かし、実例を交えながら都議を行

医師 う」

脳神経内科は、疾患が多岐にわた5るなこどとのが比特較徴的で一す般。的脳な梗疾塞患やもてあんれかばん、、パーキンソン病、ギラン・バレー症候群、
多疾発性硬化症、重症筋無力症、 AL 非常に稀で、診断が簡単にはつかないような

授業の 患もあります。教科書実や参考図書を検索し勉強しながら、診察や問診には時間がかかります。難しいとともありま
位置づけ すが、知見が深まり充 を得られる科です。また、リハビリテーション診療には必須の領域です。さらに難病患者さ

んに寄り添うと、深〈考えさせられることが多重いです.高齢化に伴い神経疾患の有病率も上がり、治療が可能な疾患
もどんどん増え、神経リハビリテーションの 要性は高まる一方で、将来性も抜群です。授業方法は講義中心です巴

到達目標 C察E神・経評価学の基礎的な知識 理習解得②と神国経解試験剖学および病態を理解できる思考・判断③症状・治療への関心・意欲④診
の技能・表現、の 家 レベルの知識習得ができる。

授業形態 講義 「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 神経解剖 神経解剖の基礎

2回 神経生理 神経生理学の基礎

3回 神経薬理 神経薬理学の基礎

4回 分子遺伝学 分子遺伝学の基礎

5回 神経免疫学 神経免疫学の基礎

6回 神経系の発達加齢 神経系の発達と加齢

7回 病歴、診察、意識① 神経診断学、診察法

8回 病歴、診察、意識② 神経診断学、診察法(動画解説または実習)

9回 高次脳機能 各機能の理解と評価

10回 脳神経 各機能の理解と評価

11回 運動 運動機能の理解と評価

12回 感覚 感覚機能の理解と評価

13回 反射 反射の理解と評価

14回 検査 神経疾患の検査

15回 まとめ 前期内容重要項目のまとめと解説

試験100%。マークシート方式。

成績評価
「出席」は評価割合に含めず、欠格 試験は講義内容と教科書の赤字部分から出題しま

要件とします。 r授業時間数の3分 受講上の)t--)レ・留意点
す.まとめ授業で試験対策もします。試験不合格者

のl以上欠席した者には単位を与え
はレポートを提出していただ昔、単位付与を判定し

ない。
ます。

課題やレポートに関するフィードパック

試験不合格者はレポートを提出していただき、単位付与を判定します。

書名 著書名 出版社名

教科書 神経内科学テキスト 改定第4版 江鵬文夫・飯島節編集 南江堂

参考書 病気がみえるvo].7脳・神経 医療情報科学研究所 メメデディィッアク

オフィスアワー
学生が授業で分からないときに質問できる時間帯各授業の最後10

分程度。
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作業療法学科 夜間部

科 目 神経内科学E 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 大供 孝 学 年 2年生 後期

資格
医師学、会医指て学導積博極医士。的、lリハビリテーション医学会指導医、 脳神実経例「外専を科門交学医え会、な専指が門導ら医諦医、脳卒

実績経験
中 臨床経験。病院26年(大学病院7年) として
病院に 積極 z治療を行ってきた実務経験を活かし、 義を行

医師 う」

脳神経内科は、疾筋患が多岐にわたることが特徴です.脳梗塞やてんかん、パーキンソン病、ギラン・パ5なレりいーまよ症すう候がな群、疾、知患多見も発があ
性硬化す症。、重症 無力症、 AL検Sな索どしの勉比強較し的な一が般ら的、な疾患もあれば、非常に稀で、診断が簡単にはつか

位授置業づのけ
りま 教実科書や害者一図書を 診察や問診には時聞がかかります。難しいとともあ す
深まり充 を得られる科です.また、リハビリテーション診療には必須の領域です.さらに難病患者さんに寄り添うと、
深く考えさせられることが幸性いです。高齢化に伴将来い神性経疾患の有病串も上がり、治療が可能な疾患もどんどん増え、神経
リハビリテーションの重要 は高まる一方で、 も抜群です。授業方法は講義中心です。

到達目標 ①神経学の基礎的な知識・理解:i)神経家線試剖験学および病態を得理解ができる思考・判断③症状 治療への関心・意欲④診
察・評価の技能・表現、の習得と国 レベルの知識習 できる。

授業形態 諦義 「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 脳卒中 脳血管疾患の概要と代表的疾患

2回 変性疾患 変性疾患の概要と代表的疾患

3回 脱髄疾患 脱髄疾患の概要と代表的疾患

4回 末梢神経 末梢神経疾患の概要と代表的疾患

5回 筋疾患 筋疾患の概要と代表的疾患

6回 神経筋接合部疾患 神経筋接合部疾患の概要と代表的疾患

7回 腫損害 腫蕩性疾患の概要と代表的疾患

8回 脊髄 脊髄疾患の概要と代表的疾患

9回 神経感染症 神経感染性疾患の概要と代表的疾患

10回 先天性疾患 先天性疾患の概要と代表的疾患

11回 代謝、中毒性疾患 代謝、中毒性疾患、外傷性疾患の概要と代表的疾患

12回 外慣 外傷性疾患の概要と代表的疾患

13回 自律神経、機能性疾患 自律神経、機能性疾患の概要と代表的疾患

14回 認知症 認知症性疾患の概要と代表的疾患

15回 まとめ 重要項目のまとめと解説

試験100児。マークシート方式。 r出 試す験。は講義内容と教試科験書の赤字部分から出題しま

成績評価
席」は評価割合時に含間めず、欠格要件と 受講上のルール・留意点

まとめ授業で 対策もします。試験不合格者
します。「授業 数の3分のl以上 はレポートを提出していただき、単位付与を判定し

欠席した者には単位を与えない. ます。

課題やレポートに関するフィードバック

試験不合格者はレポートを提出していただき、単位付与を判定します。

書名 著書名 出版社名

教科書 神経内科学ァキスト 改定第4版 江藤文夫・飯島節編集 南江堂

参考書 病気がみえるvoJ.7脳・神経 医療情報科学研究所 メメデデイィツアク

オフィスアワー
学生が授業で分からないときに質問できる時間帯各授業の最後叩分

程度固
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作業療法学科 夜間部

科 目 リハビリテーション医学概論E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 佐々木和裕・ OT学科教員 学 年 2年生 前期

資格
専O佐T学門々学科木校教員在社中会心医福療に祉教福士育祉・歴領精初域神年で保の健臨福床祉経士験とをし下てに、現在 成年後見人として活動中。実績経験

佐々木:社会福祉士 教授する
OT教員作業療法士

位授置業づのけ
この福授業祉では、リハビリァーション概論に関する基本的知識を習得する。
社会 やリハビリテーションとは何か.他の政策との比較や歴史的経緯をもとに理解する。

到達目標 福祉のこころを理解し、現代社会の状況を考えていくことができる。

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 社会福祉とは 憲法の13条・ 25条を考えてみる

2回 社会福祉の歴史 日本の社会福祉の歴史

3回 社会福祉の歴史 ヨーロッパにおける社会福祉の歴史

4回 社会福祉法制と行財政 社会福祉の法と行財政の基礎知識について学ぶ

5回 最低生活保障と生活保護制度 貧困問題と生活保護制度について学び、貧困の背景について理解する

日回 児童家庭福祉の課題 児童の権利について学ぶ

7回 障害者総合支援法 障がい者の自立と福祉 「障害者総合支援法」の内容を学ぶ

8回 高齢者の生活と福祉 日本が直面する急速な高齢化について学ぶ

9回 地域福祉 地域において新たな支え合いについて学ぶ

10回 とれからの社会福祉 東日本大震災や新型コロナウイルス感染症を乗り越えての福祉を考える

11回 障害体験 片麻輝患者等の障害を模擬的に体験する

12回 障害体験 片麻樺患者等の障害を模擬的に体験する

13回 医療救急体制 医療救急体制とトリアージ

14回 精神医療 精神医療の人権的課題とリハビリァーションの役割

15回 回復期リハビリァーション 回復期リハビリァーション病棟の概要と役割

定期試験・筆記試験100%
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課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜行う

書名 著書名 出版社名

教科書 新社会福祉とは何か 大久保秀子著 中央法規

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 地域 実 習 セ ミ ナ ー 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 松生 h廿"'- 学年 2年生 後期

資格 作業療法士，病院、老人保健施設12年、教育分野17年
実績経験 作業療法士として、訪問や通所など地域にて支援してきた実務経験を

作業療法士 活かしてオリエンテーション、演習を行う。

地域における施設の役割や機能、その中で働く作業療法士の業務を知ることにより、知識習得への動

位授置業づのけ
機づけを行うとともに、作業療法士としての基本的態度の獲得を目指す。

授業方法演習・発表

-施設のしくみや役割と医療機関とのつながりを理解する。
-作業療法士の業務と役割を理解する。

到達目標
-対象児・者を支援するチームとスタッフについて理解する。
-地域における対象児・者の生活について理解する。
-作業療法士の実際を見聞きし、知識習得への動機づけを行う。
-自身の見学態度を振り返り、作業療法士としての基本的態度を獲得する。

授業形態 演習・発表 対面授業(必要に応じて遠隔の併用授業)

授業計画

回数

l回

2回

3囲

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

項目

オリエンァーション

生活行為向上マネジメント

生活行為向上マネジメント

演習 (PBLl

演習 (PBLl

演習 (PBυ

演習 (PBυ

演習

事前学習

事前学習

事前学習

実習の報告

実習の報告

実習の報告

実習の報告

提出物 (50%)
発表 (50%) 

FBは個別及び全体に実施する。

教科書

参考書

講義内容

実習の目的や心構えについて

MTDLPの講義及び演習

MTDLPの講義及び演習

症例検討による訪問リハ、通所リハの理解

症例検討による訪問リハ、適所リハの理解

症例検討による訪問リハ、通所リハの理解

症例検討による訪問リハ、通所リハの理解

症例検討に対するグループ発表

実習施設や分野に合わせた自己学習

実習施設や分野に合わせた自己学習

実習施設や分野に合わせた自己学習

実習の報告会

実習の報告会

実習の報告会

実習の報告会

受講上のルール・留意点

課題やレポートに関するフィードパック

書名

無し

オフィスアワー
平日の午後(水曜日以外)随時可能

メールでの連絡は随時 y-matsuike@nichireha.acjp
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作業療法学科 夜 間 部

手ヰ 日 作業療法管理学 単位・時間数 2単位・ 30日寺問

担当講師 深瀬 勝久 学年 2年生後期

資格

実績経験
作義業療法土として病院勤務などの実務経験を活かし、実例を交えながら講

を行う
作業療法士

作業療制法士は国の社ざ会保職造障制業や度(医療共保険や介務韻保険など)のもとで従極事述していることを認識する.
この度下でさままな の方度々とに臓を遂行していく「多職 携」について知る.

位授置業づのけ -これ職業門後場職か菅ともらの日本「の人口構 制 の変化に対応できる「マネジメントカJについて知る。
「 理J 組と「職織し運業て営」 について知る。

-専 しての 倫理Jを知り、日頃より意識して行動できるようにする.
-卒 専門職 自己研績が必要であるととを知る.

「障医療保総求管険合理Jめと援「法介護保険「就」について対車者、対保象険の概要について説す明することができる。
「害者 支 Jや 労支援」について 者や内容の説明をる乙とができる。

到達目標 -専門職に られる「職業倫理Jについて説明げすることができる。
-職場の r's'lAJ r運宮」について具体例を挙 て説明することができる。

質の育保証Jと「リスクマネジメントについて説明できる.
-卒後教 について説明できる。

授業形態 講義・演習 対面と遼隠の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 職業人として 社会人ブ基デ礎力の講義 在学中に身につけることについて個人ワークとグ
ルー イスカッション。発表。*①

2回 社会保障制度 医理療解保険と介護保*②険 保険の対象とその概要について講義後に図でまとめ
て をする。

3回 障害者・障害児サービス 障害者手帳、障害者総合支援法 についての講義

4回 就労支援
就労施支援に関する施設と内容 就労支援の概要を把握し居住地域の就労支
援設を調べてシートにまとめる。*③

5回 地域における予防・保健 行紹政介におけるリハビリァーション 地域包括ケアシスァムの講義 事例の

6回 職業倫理 専門グ職ルに求プめられる職業表倫理についての講義後に自己研鎖の必要性につい
て ーワーク、発。*④

7回 身分法と倫理綱領 法律/プ職ワ能団体 講義。後*⑤に作業療法士として勤務できる条件についてグ
ルー ーク、発表

B回 業務管理 部門の役割/療法土の業務 組織、記録、診療報酬についての講義

9回 労務管理 労働す条件管理や労働環境の整備についての講義、新聞記*⑥事を用いた労働に
関 る問題提起とグループディスカッションロ発表。

10回 組織マネジメント 組グ織マネプ検ジメント リーダーシップとマネジメントの講義と身近な事例の
ルー 討ロ発表。*①

11回 多職種連携と地域連携 他職種連携講義と連携事例の紹介

12回 " 地域連携 地域ケア会議の動画を観ての感想を記載する。*③

13回 医療の聞とリスクマネジメント 患者満足度と⑨質/リスクマネジメント 日常のリスクマネジメントについ
ての演習。*

14回 養成教育と卒後教育 養成教育と卒後教育 専門職になるためとなった後の教育についての講義

15回 " 自己研鎖、職能団体の役割、学会、学術活動についての講義

09)定*ω4期5試~点@験までの成果物(各5点×

成績評価
55点計100点 スマートフォン、 PCなどは指示のあったときのみ檀用

0授業時間単数の3分の l以上欠席し
畳諮上のルール・留意点 してください.

た者には位を与えない

楳題やレポートに関するフィードパック

授業内は口頭フィードパック、記載したものに関してはコメントを付けて返却。

書名 著書名 出版社名

教科書 無し

重参考書

オフィスアワー 月~木 14時-9時30骨教員室
k-fukase@nichir白ha.aciロ
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作業療法学科 夜間部

科 目 身体障害評価学E 単位・時間数 2単位・48時間

担当鵠師 松生容ー 学年 2年 前 期

資格
実締経験 作業銀法士病院老人保健施設"年教育分野11年

作諜療法士

位授置業づのけ
身情授。r体報業r授~習業附でを得方密は』分法るを『必身過野耳体講にして義おが障学害、けあ習実問るる作.技し国学前業そて官療のいI作J、法く.デ業のの実療延ィ践法長ス線カ評と価復ッしのてシに必、中ョ感で要ンな対な党検象ど者面査で復、に治Eこ・a療観のJ検や察授査業目・検標、は行査筋プ緊わローれ測張グ定評るラ価.ムな、をど決片の基麻め本叫る，機上的でな能技検、査前能や提な知とど識のし知てを作身識業に・療治技術法け評るを価た『をめI降行線、いと』、の

到達目標
固と い ことができる海00O描作作作業業能揖検療療時査法法法の評Jにお価けにおのる評価的の意殺を説明て検で「査、反きそ射実るれ検施ぞ査がれ並で

評価 いて 『手感亜順茸の倹説につ査明J 具びき体にる車.的勢に述反べ射検る査J r簡緊品検査J r協間性検査Jr脳神経検査J r片麻
等について概 、 るe

授業形態 講義・波宮 対面授業を基本とし L行う。

授業計画

回数

1回

2回

K 回回

ヰE
6回

7回

K 回回

はl盟l回

12回

ほi
~げ222234l 回回回回

項目

オリエンTーション

パイタJIサインの評価

感覚検査

反射検査

姿勢反射検査

協調性検査

脳神経検査

筋緊張検査

片麻療機能検査

上肢機能検査

脳評卒価中片府捧患者1:対する

ミニテスト10%

定期試験(怨記賦験)90% 

講義内容

身体障害の作業療法評価についし

茸職、脈拍、血圧、呼盟の講義及び演習

表在感覚につい Lの鵠義及び実技演習

探部感覚、檀告感覚についての講義及び実技前習

反射検査(深部鵬、病的)についての講義

E射検査(深部腿、病的)についての実技演習

姿勢E射検査についての講義及び実技波習

協調性(運動失調)につい ιの講義

協調性(運動央闘)につい ιの実技演習

脳神経検査につい ιの講義

脳神経検査についての実技演習

筋緊張検査についての講義及び実技演習

ブルンストロームステージ(上肢)の講義及び実技演習

ブルンストロームステージ(下肢)の講義及び実技演習

ブルンストロームスァージ(手指)の鵠韓及び実技演習

上回による片麻庫機能検査(よ肱)の鵡義及び実技演習

上田による片麻庫機能検査(下肢)の講義及び実技演習

上田による片麻療機能検査(手指)の講義及び実技液習

上肢機能検査 (STEFIについての講義及び実技演習

脳卒中上肢機能強査制FTIについての講義及び実技演習

脳事中片蹄痘患者(模擬)に対ししの検査・測定の演習①(面接、観察等)

脳卒中片麻樺患者(模擬)に対し ιの検査測定由演習②(感覚検査、反射検査等)

脳卒中片麻癖患者(模擬)に対V"Cの検査・測定の演習③(片府高機能検査等)

M昌国、午 -rn.刊単 品 管 '"制策) 1.:.メすレ l(/)1:i.!lj孟 、加持強制宜

郡名

，， 1実技が多いため、動きやすい服装(ジャージ Tシャツ ケー
畳締上のルールー留意以l

t シーなど}で臨むこと固

目標囲やレポートに関するフィードパック

フィードパックは金本に随時実施する。

著書名 出版主名

楳都作業療法学作業療法評価学揖3匝 編集能畳真一他 医学時院
教科:m

ベッドサイ Fの神経の砂かた 改訂18胆 田崎義問、斎躍佳雄著 南山堂

平日の午後(水曜日以外)随時可能
オフィスアワー

メールでの連絡I立随時:y-m白tsuike@nichireha.acjp
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作業措法学科 夜間部

科 目 身体障害評価学演習 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当講師 小笹久志 学年 2年生桂期

資絡

実務経験:医蝦施設5年、て謡教評、育価演揖習・関措を9療行年をう実配i経験 作し業、療突法士として病が院らに 行ってきた実務経験を活か
作措開法士 伊jを交えな !M 

位授置講づのけ こ身必Iに磁の体須器つ講障とい内義なて害でるで説は分。は病明野そ、す因のの各るた作・症病.め業患態、療別やす法の障で提評害に供価履慢のお修を主よ再し体びて確の治い認流療るし各れを、昨を臨説確床聾明認療医すす学法るるた評のため予個め、習の整、意作形檀義業外習・療科を目怯し学的て評、やお内価評く科お価こ・よと項老びが年目惜望を学療ま学なしのびどい概で、。要目学標をん説設だ明定疾すや患る治の.境理内解容が

到達目標 各各各喪喪疾患患患にににおおおけけけるるる評病目価揮因の設・病意定睦義や・障・治目療害的憧内やを容評理を価理解項解す目するを。る理。解する。

授業部臨 E時器・実習 |対面と遠隔の棚授業
」

授業計画

回数

1回

2困

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

16回

17団

18回

19回

20回

21回

22回

23回

項目 講義内容

評晒揖時 作業療法評価の概要、治療の概要

脊髄揖慣① 脊髄の解剖と機能

脊髄損慣② 病因・病瞳の理解

脊髄揖慣③ 陣害像の理解

脊髄損圃@ 脊髄損慣の評個検査測定

脊髄損慣@ 脊髄損閣の評価統合解釈

脊髄損慣@ 脊髄損留の惜療予桂予測・治瞳方針

脊髄損慣2 脊髄損揮の治療治療百棟・指導援助

関節リウマチ① 病因病態・障害像の理解

関節リウマチ② 闇師リウマチの評価と措療

骨折:D 病因・病障の理解

骨折② 「議害像の理解

骨折③ 骨折の評価

骨折 @ 骨折の措療

疹痛① 悲痛の評価

疹痛② 疹痛の措療

悠痛③ 箆痛の評価慣習

疹f甫@ 高痛の治療慣習

悪性新生物① 病因・病態・噂害慢の理解

高性新生物② 感性新生物の評価と治晴

糖毘病① 病因・病態目障害像の理解

糖尿病② 槽原病の評価と治療

評価演習 身体障害評恒の演習

祭記蹴験 90% 

提出隅題 10% 
受協上のルール留意点

拠出岬題は必要内容を阻職して、提出期限内に提出
すること.
授業時間数の3分の1以上欠附した者には、単位を与
えない.

課題やレポートに閲するフィードパック

フィードパックは揖業内でクラス全体に実施する.
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作業療法学科夜間部

科 目 精神障害評価学 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 深瀬勝久 学 年 2年生前期

資格
実績経験

作業療法士
臨床経験6年、教育縫験 15年、の実務経験をもとに講義を行う。

位授置業づのけ

作業療法は精神神科実障領施害者域すにおけるリハビリテーションの中心に据えられており、作業療法を実施するにあたっ
て、様々な精 の特徴を知初り、精神階科作業療法の一連の技流れを理解しておく必要がある。本講義では精
神科作精業療法を る際に、 期援の段す で必須となる「評価 法」について、その意義・目的・方法を解説
する。 神大障害のある人を理解し 助 るための基礎技法は、 「人を理解する」という観点から他の分野にも
適用する 切な技法であり、医療従事者としては必須の能力である。

到達目標 精精神科作業業療法における「評礎価技方法法」の一環として、 ( 1 )患者理解・自己理解について説明できる。 (2) 
神科作療法の評価の基 ・要点について説明できる。

授業形態 講義・演習

授業計画

回数 項目

1回 オリエンテーション 精神医学の振り返り

2回 自己理解 コミュニケーション、治療者の態度

3回 自己理解 ラポールの確立

4回 観察 外観の観察

5回 観察 作業場面の観察

6回 観察 生活場面の観察

7回 面接 面接の方法、留意点

8回 面接 演習

9回 情報集収 他部門からの情報収集

10回 検査、評価バッテリー NP1興味チェックリスト他

11回 検査、評価バッテリー 心理検査等

12回 評価のまとめ、焦点化 ICFを用いて

13回 評価の実際 ペーパーベイシェント(回復期)

14回 評価の実際 ペーパーベイシェント(維持期)

15回 まとめ 精神分野における評価学のまとめ

試験100見 受講上のルール・留意点

対面と遠隔の併用授業

講義内容

3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 精神崎害と作業療法 山根寛 二輪書庖

参考書

オフィスアワー 月~木 14時-21時四分教員室
k-fukase@nichireha.acjp 
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作業療法学科夜間部

科 目 発達障害評価学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 大西 麓子 学 年 2年生 前期

資格

実績経験 臨床・教育 50年

作業療法士

発達に陣害を持つ子どもや療育者を支援するさい作業療法士は様々な評価を実施する.関わる子どもは生まれた
時から障害を持っていることが多助い。その障害(疾患)も様々であり、療育者への関与に関しても支援すること

が重要である。作ズ業ム療法士が援 を開始するためには、情集す報を収集し、分析し、解釈しつつ子どもの探題の原悶

位授置業づのけ
と出現のメカニ を知る作業が必要である。情報を収集 るためには臨床場面でよく実施される臨床観察や使
用される評価法を学ぶ必要がある。方法としては臨床観察の仕方と標準化されている評価法を経験し臨床思考は
MTDLPと照らし合わせる.自分の体をどのように動かすと、臥位から座ることができるのかな7 (運動機能)
握ったり、摘んだりするには目の動吉や体の位置はどうなっているのかなワ(巧織運動、手と目の協綱性)いつ
も動き回って集中することが苦手な子ともはなぜ7 (公閏間遊具はどのように勤かし、脳のどこに作用す
るのかな)評価する方法が多くなるのでノートのとり方、配布される資料の整理をしっかりすること。

到達目標
発達に障害を持つ子どもの様々な疾患の基礎知識と評価の基礎から実施まで学び、必要な評価について具

体的に説明ができること。

授業形態 対 面 授 業

授業計画

回 数 項目

発達陣容における歪評価蓋の璽意義 症例ll回発達陣害額域について 尭遣とは

2団 発遺障害の評価(粗大運動) 乳幼児の運動発達 自分の体を動かす.他人の動きを観察する

3回尭達陣害の評価 (粗大運動) 乳幼時の運動発達 自分の体を動かす。他人の動きを観察する.

4回運動尭遣の評価
粗大運動機能(粗大運動能力尺度等)

5回運動尭遣の評価 反射・反応、筋緊張

6回
運動尭遣の評価

上肢機能検査症例2

7回標準化された評価法(量的) 全盤的発達検査

8回標準化された評価法(量的) 全般的発達検査症例3

9回特定の領域の検査 知覚認知機能検査、心理社会機能検査

10団 特定の領域の検査 知的検査等

11回特定の領域の検査 感覚統合機能検査

12回特定の領域の検査 感覚統合機能検査等

13回特定の領域の検査 エハート視覚構能評価 エハート把持機能評価

14回尭遺障害の評価のまとめ 症例4・5をみて評価・分析をする

15回発達隙筈の野佃のまとめ 尭i童陣害の評価のまとめ

-量産記鼠験(90帖)
演習では体が聞きやすい服装で参加してください.

成績評価 ，レポート提出(10拍) 受講ょのルール・留意点
-評価実技は沢山の練習といろんな学生さんと練習すること

が大切です.
・各項目でプリントを配布します占、ず持参すること

課雇予レポ二下に関する7-1二ドバヲク

書名 著書名 出版社名

教科書 標準作業暗法尊門分野作業療法静岡学 岩崎テル子ら著 医学誌院

オフィスアワー 搾雲監前後の休隷時間

」一一
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作業療法学科 夜間部

科 目 作業療法基礎演習 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 深瀬勝久 小笹久志 学年 2年生 後期

資格 実務経験(深瀬) ・医療施設6年、教育機関16年

実績経験 実務経験(小笹) ・医療施設5年、教育機関9年

深瀬:作業業療法土 作業療法士として講医義療施・演設等習にて治療を行ってきた実務経験を活かし、
小笹ー作療法土 実例を交えながら を行う.

位授置業づのけ 各精身作学分神体業ぶ。野活分分の野動野作やにに業おお作療いい業法てて療はは評法、、価評精身で価神体学・機機治ん能能療だををの知中中演識心心習をににを、評評演通価価習して技技を、通法法評しのの価て演演学実習習や践をを治す行行療るうう。。学。で習得した知識を活用して、 作業療法の実践を

到達目標 事作業例検療法評価習、治を療実に践関すするる検査方法、作業活動作業につ療い法ての習流得れすをる理。解す
討や演 ことにより、各領域の る。

授業形態。 講義・演習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 精神分野作業療法 オリエンテーション全体説明

2回 精神分野作業療法 作業活動指導演習①デモンストレーション

3回 精神分野作業療法 作業活動指導演習②作業選択

4回 精神分野作業療法 作業活動指導演習③作業準備

5回 精神分野作業療法 作業活動指導演習④作業実施 1G 

6田 精神分野作業療法 作業活動指導演習⑤作業実施 2G 

7回 精神分野作業療法 作業活動指導演習⑥作業実施 3G 

8回 精神分野作業療法 作業活動指導演習①作業実施 4G 

9回 身体分野作業療法 演習オリエンテーション 関節可動域測定

10回 身体分野作業療法 関節可動域測定演習①肩甲帯・肩関節

11回 身体分野作業療法 関節可動域測定 演習②肘関節・前腕・手関節・手指関節

12回 身体分野作業療法 関節可動域測定演習③股関節・膝関節・足関節

13回 身体分野作業療法 演習オリエンテーション徒手筋力検査

14回 身体分野作業療法 徒手筋力検査演習①肩甲帯・肩関節

15回 身体分野作業療法 徒手筋力検査演習②肘関節・前腕・手関節・手指関節

16回 身体分野作業療法 徒手筋力検査演習③股関節・膝関節・足関節

実技演習の服装ケーシー、リハシューズ

成績 実技試験 50% 
受講上のルール留意点

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内

評価 提出課題 50% 
に提出すること。
授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単
位を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは授業内でクラス全体に実施する。

教科書

オフィ
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作業療法学科 夜間部

科 目 身体障害治療学 I 単位・時間数 l単位 30時間

担当講師 井口 佳晴 学年 2年生 前期

資格 私は、リハビリテーションセンターや国立病院機構など身体障害領
実績経験 域施設で実技術務経験義を積的んできました これらの実務経験を活かし

作業療法士 て、治療 の本事項についてi寅習を交えて、解説します.

位授置業づのけ
身体障害領域で働く作業療法士として、身に付けておくべき基本的な知識や技術について、実技を取り入れながら解
説する.

到達目標 ①身体障害領域の作業療法の一連の過程を理解する。~機能障害に対する作業療法の手段を理解する.

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 オリエンテーション 講義 「の講概義要の手順について・参考資料について・定期試験について」身体作
業療法

2回 障害者の心理について 講義・グループディスカッション「陣害者の心理について」

3回 作業療法の過程について 講義 「身体障害領域での作業療法過程について」

4回 作業療法の過程について 講義 「身体障害領域での作業療法過程について」

5回 筋力低下に対する対処手段 講義・演習「筋力低下に対する評価・対処手段について」

6回筋力低下に対する対処手段 講義・演習「筋力低下に対する評価・対処手段について」

7回 関節可動域制限に対する対処手段 講義・演習「関節可動域制限に対する評価・対処手段について」

8回 関節可動域制限に対する対処手段 講義・演習「関節可動域制限に対する許制・対処手段について」

日回 知覚障害に対する対処手段 講義・演習「知覚障害に対する評価・対処手段について」

10回 知覚障害に対する対処手段 講義・演習「知覚障害に対する評価・対処手段について」

11回 筋緊張呉常に対する対処手段 講義・演習「筋緊張異常に対する評価・対処手段について」

12回 筋緊張異常に対する対処手段 講義・演習「筋緊張異常に対する評価・対処手段について」

13回協調性 巧敏性の低下に対する対処手段 講義・演習「協調性・巧敏性の低下に対する評価・対処手段について」

14回協調性・巧徴性の低下に対する対処手段 講義・演習「協調性・巧徹性の低下に対する評価・対処手段について」

15回 トピックス 講義・演習「電気刺激を用いた治療について」

筆記試験 100% 甜上のルール，問点l君主管問の3分の以上欠席した者には、単位を与

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する.

菅原洋子編集

参考書

オフィスアワ i量豊盟盆旦盤整堕盟
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作業療法学科 夜間部

科 目 身体障害治療学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 小笹久志 学年 2年生 後期

資格 実務経験。医療施設5年、教育機関9年
実績経験 作業療法士として病義院にて評価・治療を行ってきた実務経験を活かし、

作業療法士 実例を交えながら講 、演習を行う.

授業の こ必身講の須義体講障と内な義害でるで分は。は病野そ、因のの各た作・疾病め業息態、療別すや法の障で提評害に供価履像のお修を全よ再し体び確ての治い認流る療し各れを、作臨説を確業床明認療医すす法学るたる評のため予価め、習の神、意・作経復義業内習・療科を目法し学的て評や、お内価評く科お価こ・よと項老びが年目治望を学療ま学なしのびどい概で、。要目学標をん説設だ明定疾すや患る治の。療理内解容が
位置づけ

について説明する。

各各各疾疾疾患における病因・病態・障治・目療害的像内や容を評理を価解理項す解目するを。る理。解到達目標 患における評価の意義 する。
患における目標設定や

授業形態 講義・実習 |対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 脳血管障害① 脳の解剖と機能

2回 脳血管障害② 病態・障害像の理解

3回 脳血管障害③ 頭部図像の見かた CT

4回 脳血管障害@ 頭部画像の見かた MRI

5回 脳血管障害⑤ 脳血管障害の評価検査・測定

6回 脳血管障害⑥ 脳血管障害の評価統合・解釈

7回 脳血管障害⑦ 脳血管障害の治療予後予測・治療方針

B回 脳血管障害③ 脳血管障害の治療治療・司練・指導・援助

9回 心疾患① 病態・障害像の理解

10回 心疾患② 心疾患の評価と治療

11回 呼吸器疾患① 病態・障害像の理解

12回 呼吸器疾患② 呼吸器疾息の評価と治療

13回 神経・筋疾患① パーキンYン病の病態・障害像の理解

14回 神経・筋疾患② ノぐーキンyン病の評価と治療

15回 評価演習 身体障害評価の演習

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に提
筆記試験 90% 成績 受講上のルール留意点

出すること.
評価 提出課題 10% 授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単位を

与えない。

飢題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは授業内でクラス全体に実施する。
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作業療法学科夜間部

科 目 精神 障 害 治 療 学 I 単位・時間数 1単位 30時間

担当講師 山下高介 学 年 2年生前期

資格
病行院出J務・訪問看護などを経験。それらの実務経験を踏まえたうえで鈍器を

実績経験
作業療法士 う.

授業の 作過神業程障療害を法理領解域は精にし神医療におけるリハビリテーションの必中心1:据えらており、評価から作治療業へいたる 辿の流れや臨床思考

位置づけ
ておくことは、臨床の現血場学に出る前1: 須のことである。そのため， 療法の専門的な知識を活用した

害領域 おける実践について， と演習を過して学ぷ.

到達目標
(1)評価から治療計画までの流れを症例検討を通して理解することができる。 (2方)治法療に構造と援理解助方法

について理解できる。(3 )作業療法理論や疾患の回復過程に応じた作業療法と援助 ついて でき
る.

授業形態 講義・演習・反転授業 対商と遠隔の併用授業

一，..~・

回数 項目 講義内容

l回 オリエンテーション 授業の進め方，成績評価の説明，作業療法プロセス

2回 作業療法理論と評価
作業療法理論の総論(作業療法理論に基づいた評価や観察の視点，治療構造
やライフサイクル理論，回復期過程なども)

3回 目標設定とリーズニング①
精神科作業療法における目標設定や理論 (smart，動機付け，フロー，マズ
ローなど)

4回 目標設定とリーズニング② リーズニングと面接演習

5回 リカバリーと支援① リカバリーの支援と事例

6回 リカバリーと支援② リカバリーの評価と治療計画

7回 作業機能障害と支援① 作業機能障害の支援と事例

8回 作業機能障害と支援② 作業機能障害の評価と治療計画

9回 人間作業モデルと支援① 人間作業モデルの支援と事例

10回 人間作業モデルと支援② 人間作業モデルの評価と治療計画

11回 認知行動療法と支援① 認知行動療法の支援と事例

12回 認知行動療法と支援② 認知行動療法の評価と治療計画

13回 SOCの支援 SOCの支援と事例，評価と治療計画

14回 MCTとSSTの体験 MCTとSSTの体験

15回 確認試験とまとめ 筆記試験，授業の振り返り

確認試験 (20%)
-ポートフォリオの作成(10%)
課題 (70同

受講上のルール・問点|潟;語訳戸時間散を欠席したものは試験

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは全体に実施する.個別のフィードパックも相談にて可とする

書名

教科書 精神科作業療法の理論と技術

参考書

オフィスアワー 目~企!.2住陸Q.___ll堕-21瞳3D:$，'整菌室
メ &主の封匹N:k-vamash ita@n'lchireha.ac.ip 

。nn

著書名 出版社名i

早坂友成 メジカル社I
ビュー



作業療法学科夜間部

科 呂 発達障害治療学 I 単位・時間数 l単位 30時間

担当講師 大西 麓子 学年 2年生 後期

資格

実績経験 臨床 教育 50年

作業療法士

位授置業づのけ
発達に何らかの陣害を持つ子どもや者に対す出る作会業う療機法会について、障麻害捧特児性を学び、発達違段陣階ふまえ評い価て援、支援
目標や内容について性学ぶを。特に治療学 Iでは の多い脳性 ・者、経度発障害児にって助方
法を学.$~c 陣害の特 知る為に動画見て、記録する作業もある。

到達目標

発達に陣害を持つ児や者に対する作業療法士の役割について説明ができる。脳性麻輝覚児・者の多様性につ

いて説明ができ、援助方法等説明ができる.軽度発達障害児に対する作業療法・!感 統合について説明が

できる。

授業形態 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 尭遺陣容に対する作揖開法の理念と在容l 尭連とは 尭遺臨題とは

2回 疾患および障害の理解 尭遣に陣容を持った児・者に対する作業療法士の役割について

3回 脳性まひ児の作業療法① 脳性麻療児・者への理解と撞助の進め方

4回 脳性まひ児の作業開法② 脳性麻湾、鐙直型(四肢麻痕)

5回 脳性まひ児の作業療法@ 脳性麻海、極直型(両麻鰭)

6回 脳性まひ児の作業臨法@ 脳性麻簿、症直型(片麻事nl

7回 脳性まひ児の作業罰法⑤ 脳性麻簿、アテトーゼ型

8回 脳性まひ児の作業時法⑤ 脳性麻癖児・者への担助方法

9回 脳性まひ児の作業時法① 脳性麻嫁児 者への撞助方法・抱っこの方法

10回 セルフケア 更衣動作 自分たちで体験する

11回 セルフケア 更衣動作 自分たちで体曲する

12回 軽度発達陣容について 軽庄尭達陣容の撞助法のIつの感覚統合療法について

13回 軽鹿罪逮障害について 注意欠陥他酷性陣答。自閉威スペクトラム症等の作諜療法

14回 軽度尭遺陣容について 措置性協嗣理勘陣容等の作業療法

15回 まとめ 試験の解説・質問
L 

-定期試験は別日程にて実施
-定期試験 (80点)

・実技参加 (20点)
受講上のルール・留意点

-自分たちで体験する授業では動きやすい服装で
・実技の際はいつも決まった同士で実施しない事

楳扇可争レポ三下に蘭するフィ二ド冗ヲヲ

書名 著書名 出版社名

教科書 -尭遺障害の作業部法 「実践幅I感」覚統部合3阻 岩崎消陸・監岸本修光夫・鴨下賢 三輪l!}眉
-子どもの理解と担助のために Q&Al 改訂揺2臨 土岡玲子 医歯蕗出眠

オフィスアワー 持婁前後の休明時間
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作業療法学科夜間部

科 目 発達障害治療学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 大西 麓子 学 年 2年生 後期

資格

実績経験 臨床・教育;50年

作業療法士

琵速に陣容盟をがど多持、もつ子供たちにか学はもなA、学、生か。ぷ担命。ま維助子た私持どしーた身くち体いのち助揖をを作助控成助長でを待さあすせるつるる・楽しい梅田 様々 な体の佳い方が必要もな銀食腔・食機事能場だ而が問題
授業の 謹神にな疾勢患るや酷のこと 担たい.助ち両親もな に .ここでは自分で食ゃ(べ体進た行をり師、き食事くべ紛動させて らい口 けでな〈車 の仕方を た ているもたち 性 症、重身障害児者、小児柿

位置づけ 子 ちについて も ために子はおどもちゃ 大くかす遊症具心をよ〈佳う.それらで避

びながら分祈することが大切である.

到達目標 陣的容玩具を持を作つ子り供の綴食・食事動作の意義を述べることができ 実族際法でに担控助周がでる遊き具ること。 3をつのの出疾る患こ聞としがてで説き明るでときとる。こと.措僚
、その必要性について説明できるとと.感覚統合 す の宜輯

授業形態 対面授業

授業計画

回 盈 項目 講義困容

l回 セルフケア(摂食・食事動岬}
実際に自分で図形物・半固形物・水分を食べ、飲んで口腔内の動きを分析

する.

2回 セルフケア(摂食食事動作) 他人に食べさせてもらう(自分で食べた時の感覚は). 

3回 セルフケア(摂食・食事mIJW) 人に食べさせる(食べさせる時の感じ). 

4回 セルフケア(摂食・食事動岬) 口腔か分内析の励すきはどうなっているのか実際に桂験して、どんなことが必耳な
のる。

5回 神経・筋疾患の作業療法 神経筋疾患の作業療法の実聞

6回 神経・肺疾患の作諜療法 神経・描疾患の作業療法の実際

7回 重症心身障笹児・者の作業療法 重症心身陣容児者の作集療法

8回 盟症心身障害児者の作業療法 E症心身陣省児者の作業療法

日回 小児思春期における精神陣容の字業療法 小児・思春期における柑神陣容の作業波法

10回 小児・思春期における精神隙容の作業療法 小児・思春期における精神隊筈の作業療法

II回 遊びの治療的括m おもちゃを作ろう どんなおもちゃをなんのために作るか?

12回 遊びの治療的活用 おもちゃの活動分析をする.

13回 感覚統合療法で使用する遊具の治療的活用 感覚統合療法で使用する遊具で遊んでみよう

14回 感覚統合療法で佳mする遊具の治療的活用 感覚統合療法で世mする世具で遊んでみて、括捌j分析をする

15回 まとめ 試験の解説・質問

摂感定覚期企統試・験は別日程にて実施

-記レ述ポ試験 (80)削
食事指導の実技では動きやすい服装で

成績評価
ート (20"削

受講上のJレーJレ・留意点 -感 合す療い法で装使用する遊具で遊ぶ時も
動きや 服

-積極的に遊具に挑んでください

課題ヤレポ司トに闘庁{57ィ二!とパッヲ

書名 著書名 出版社名

教科書
-発達障害の作理解業療法 「実践編J 第3版 岩崎清隆・岸本光夫・鴨下賢 一輪書庖

-子どもの と援助のために[ 感 覚 統 合Q&Al 土田玲子監修 協同医書

オフィスアワー 盤茎盟後の盤憩睦閏
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科 目

担当講師

実績経験

位授置業づの吋

到達目標

授業形態

成績評価

作業療法学科 夜間部

日常生活活動学 単位・時間数 l単位・30時間

田中克一 学年 2年生前期

資格 実務経験。医療・介護施設15年、教育機関3年

作業療法土
医療炉施設での日常生活活動に対する評価介入経験を活かし|
講義をう

作業続出は「人は動18作)、業軍を過して事値、鹿趣や味幸、福遊になる対J人という基休本韮理な意と学人術が営的担む抱に基づいて古行まわれ、作業本に

なる 且・陣容における、作業逆行評個について、生活行為やそれを行うのに必要な心身の括動を踏ま
-実施する

2議にとって個別的な学、目日M常等的TIや生にL倒P活艇事括値が例由にるをJおに内過介容げし入るとた作すな拾業っる療ニ上てにーでい至基るドるの本.考評とえ価な方にるにつ知つ識いいてにて説つも明い学すてA講るむ. 義す出の専門性として

で障は害作評提師療学法士治が時 る。本ñ~誌は身体陣答、

-日常生行畠1A活D為別L活特Q(動食性OL，事のに生概よき念入るが浴日・い範常・の排生囲評活世価・)動1CのF作の概に基陣つ要本害い、事にて人項つ理ーいにド解業つてす理ーい環る解て境理すモ解るデすルるに・4.各生D疾L活l ついて理解する

期末テスト(100施)

鵠義 対面と遠隔の併用授業

日常生活動作E概念・範囲・ ICF

A乱評価法(特にBarthe1IndexJの特徴

ADL評価法(特にFI附の特徴

IADl辞価法・人一作業一環境モデル

QOL.生きがいの評価法

食事という生活行為の基本事項について

排池という生活行為の基本事項について

入浴という生活行為の基本事項について

脳卒中

高次脳機能障害

脊髄小脳変性症パーキンソン病

ALS 

RA 

脊髄損傷

認知症

畳!W上のルール・留意点
授業時間散の3分の l以上欠席した者には単位を与
えない

課題やレポートに関するフィードパック

日果題返却時に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 AILとその周辺第3版 伊鎌雌倉利矩之子 医学書院

事考書

f月曜日午後(会臨以外の時間)Jまたはメールで相
オフィスアワー 践

-上記以外でも空いている際はご相談ください
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作業療法学科 夜間官

科 目 地 域作業療法学 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 田中 克ー 学 年 2年生 後期

資格 実務経験;医療・介護施設15年、教育機関3年

実績経験
医療・介護施設での訪問・適所リハビリテーションや予防的作業療

作業療法士 法実践の経験を活かし講義を行う

どのような重は地障要害性域助共ががにあっても、また年老いても、住み慣れた所で安心して、その人らしく暮らしていく為に地域における作
業本療法の 高生まっている。

位授置業づのけ
講実義際で 社会理地解域を包括ケアシス次テ以ムのの椛学築びにおげる社会域的に背景やその概要ならびに、その中での作業療法士

の 的な活 ついて 深め、 3年 降 において地 目を向けることができるようになるととが目標で
ある。
また専門性ピある思考として、対晶者の活動学と重を参加しに焦点在当てたアプローチを踏まえ、 MTDLPの概要やMTDLPを用いた地域
でのリハ リテーション事例についても 習を ていきます。

地地生域域活共資行為生源社の向会把上、握マ地方ネ域法ジ包やメ括多ン職ケトアシステムの構築におけ動る作す業る療法士の役理劃解について理解する到達目標 種の概連携要、 「地域に解出て活 ことJを する
ジメン について理する

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 オリエンテーション オリエンテーション・地域作業療法概論

2回 地域共生社会
地域共生社会・地域包括ケアシスァム・介護予防・日常生活支援総合事業につい

て

3回 多職種連携 多職種連携・地域作業療法におけるコミュニケーションの基本について

4回 地域資源①
①地域資源の把握と活用について②自身¢住んでいる地域を知る

5回 地域資源②

6回 福祉機器・住宅改修①

①②④③(国福福住住祉祉宅宅際福機機改器祉器修機ににに器触れ展に参加)
7回 福祉機器・住宅改修② てその用途について理解する

ついてまとめる
8回 福祉機器・住宅改修③ ついて理解する

改修についてまとめる
9回 福祉機器・住宅改修④

10回 生活行為向上マネジメント 生活行為向上マネジメントの概要

11回 住環境整備 住宅改修、手すり設置等

12回 車椅子 車椅子の種類、適合寸法

13回 予防的作業療法② 訪問C.適所C、地域ケア会議における作業療法土の役割、実際

14回 訪問・適所リハ 訪問・適所リハビリテーションにおける作業療法の役割、実際

15回 地域での取り組み
子ども食堂・等認知症カフェ・釣りリハ・バリアフリーツアー・高次脳サロン・自
動車運転支援

課題提出で評価 受講上のルール・留意点l授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を与
a えない

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは個々ならびに全体に適宜実施する

書名 著書名 皆勤
教科書 事例で学ぷ生活行為向上マネジメント 日本作業療法士協会

参考書 {宇聾療法マニュアル57生活行為向上マネジメシト 改il)揺3臨 日本作業続法士協会

オフィスアワー 「月曜日午後空(会い錨以外の時間ご)相Jまたはメールで相談
上記以外でも ている際は 談ください
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作業療法学科 夜間部

手ヰ 目 地域実習 単位・時間数 1単位・45時 間

担当講師 作業療法学科教員 学年 2年生後期

資格

実績経験

作業療法士

地域実習は、臨床実習指導者のもとで、地域で支援を必要とする人々や、その家族に作業療法を用いた援

位授置業づのけ
助を提供するための知識・技術びを習作得業する乙とを目的とする。
1.地域における作業療法およ 療法士の役割と機能を学ぶ
2.臨床実習指導者の指導、援助のもとに、地域での支援や援助の実際的方法を学ぶ
3目地域包括ケアシステムや生活行為の重要性について学ぶ

今までの学内での講義・演習で修得した、知識をもとに、指導者の指導・援助のもと、地域での作業療法
士の役割宇、対象児・者への支援・援助を理解することを目標とする。

到達目標 ①吋滋ω叩⑤酬生f停惜悶F樺欄zF活業醐行俊献一ででk為意桧畔問叫のの学特叩生t企し叫て叫叫叫叫儀…札帥節 醐向b榊附榊悶…裂酎問で世き 遺基酔吋主鉢叩本拙酷ル-)，吋ル
欲的に取り組むことが出来る
作業療法および作業療法土の役割について説明することが出来る

他職種連び携生について、事例を用いながら説明するととが出来る
、およ 活行為向上マネジメントの必要性を説明できる

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

実習前・臨床実習・実習後の学習上の注意点

実習前g地域実習に関連する授業の指定教科書等講義貴料のポイントは実習前に整理し 確認するとと@
地域包括ケアシステム、生活行為向上マネジメントの知識を整理し、確認すること。

臨床実習
a:臨床現場では作業療法分野だけでなく、多職種連携を常に思い浮かべて、広範囲の知識と技術を体系的に学んでいく。
②臨床現場では積極的に様々なことを体験、見学するように努めること.
軍習得した知識は毎日書類(ポートフォリオ)として記録すること。
実習後
①実習中に学んだ点を整理し、発表の車耐を行うこと.
12:必要に応じて実習担当者と岡践し、実習の総括を実施すること.
③実習の成果を書類にまとめ、提出するとと.

実習地評価、課題・提出物
もとに総合的に判断する。

原則として遅刻、早退、欠席は認めない。

IE蘭す玄ヲィード7{、、

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。また、実習全体に対する相談およびフィ-}'パック
は、 「実習中の電話やメールJ r臨床実習地訪問の面談時J r実習終了後」に担当教員からも行う。

嗣 μ 官同 H μ.，.JIVA. 斗Jι」

教科書 臨床実習の手引き 学校資料

参考書

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能
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作業療法学科夜間部

科 目 作業療法研究法 単位・時間数 l単位・ 15時間

担当講師 河漫宗知 学 年 3年生 後期

資格
実務経験 21年

実績経験 作業療法士として、精神科病機院、精神科訪問看護、発達支援センターにで臨床を

作業療法土/公認，心理師
行う。また作業療法士養成 関で教員を努めている。

位授置業づのけ
リハビリテーションや作業療法における研究の意義を考え、研究に必要な基本的な知識や方法
論を習得する。研究法の楽手を通して、問題解決への積極的な意欲や探究心を養う。授業内で
研究疑問の提出から、簡単な研究計画書の作成までを体験する。

研究方の目的、研究様式、研究の流れ、方法について学ぶ。研究の倫理について学ぶ。文献の探
し 、読み方、文献レビューの方法について学ぶ。

到達目標
1.研究の一連の過程について説明することが出来る
2.エビデンスとエビデンスのレベルについて説明することが出来る
3.各研究デザインの相違について説明することが出来る
4.研究倫理の重要性について説明するととが出来る
5. 文献レビューの重要性について説明し、文献検索を行うことが出来る

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 研究法総論 研究とは、研究の基礎知識、エビデンスとエビデンスのレベルについて

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

文献検索 文献検索の方法文献の批判的吟味演習1:研究疑問

研究計画 研究倫理、研究計画と研究計画書

量的研究 実験研究、準実験研究演習2:研究疑問を深める

量的研究 シングルシステムデザイン

調査研究 アンケート調査、質問項目、選択肢の作成 演習3:研究の方法の策定

質的研究 事例研究 グラウンテーッドセオリーアプローチ など

研究計闘の作成 まとめ 演習4:計画書の作成

授業内での作成課題 10 I.m.m L /T'¥l1_lI aJ#..1:1 授業回数が少ないが、毎回の課題作成が必要となる|受講上のルール・留意点|o % 1~ 1Il't..l- v""lv IV J3'1)I'I)，，'，'"1 ため、授業への積極的な参画が必要とされる。

課題やレポートに関するフィードパック

授業内容の理解を深めるため、授業内で課題の実施やレポートの作成を行う。必要に応じて、提出課題についてのフィー
ドバックを行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 特になし

参考書 授業毎の配布資料

主として、授業肉、授業前後の時間に質問を受け付ける。
オフィスアワー 必要に応じて、メールでの連絡をしていただきたい

rr1-koube@nichireha.ac.;0 
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作業療法学科 夜間部

科 目 作業療法特講 単位・時間数 l単位・24時間

担当講師 深瀬 勝久・外部講師 学年 3年生後期

資格

実績経験 専作世聾教療員法士外と部し締て師病が院自勤分務のな担ど当のす実る務対経象験者をの活症か例し報、告実を例通をし交てえ実な践が的らな講静義義をを行行うう

作業療法士

位授置業づのけ 症例領報告を通して作業療法の評内価容 ・治療についての理解を深める
告域での臨床に触れ、その について理解できるようになる。

領域ごとの治療について理解出来る
到達目標 領域ごとに合わせた理論を習得する

領域ごと、評価や治療で用いられる検査・評価方法について理解できる

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーショシ 臨床実習について

2回 オリエンテーション 臨床実習について

3回 症例検討 精神障害領域の症例検討

4回 症例検討 精神障害領域の症例検討

5回 症例検討 身体障害領域の症例検討(回復期)

日回 症例検討 身体障害領域の症例検討(回復期)

7回 症例検討 身体障害領域の症例検討(急性期)

B回 症例検討 身体障害領域の症例検討(急性期)

9回 症例検討 老年期障害領域の症例検討

10回 症例検討 老年期障害領域の症例検討

11回 症例検討 発達障害領域の症例検討

12回 症例検討 発達障害領域の症例検討

症例検討報告幼児
畳間上のルール・留意点 課題提出は締め切りを厳守成績評価 レポート70%

評価には授業全体の 2/3の出席が必要

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書 各領域の教科書・授業資料

R~京 14時-21時四分教冒宝
オフィスアワー

k-fukase@nichireha.ac.iロ
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作業療法学科 夜間部

手4 目 作業療法総合演習 I 単位・時間数 2単位・ 60時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 3年生 桂期

資格

実績経験 各作分業療野担法士当のと実し教例て員を医交療え・療な養がら・介講護義療育施設にて治療を行ってきた実務経

作業療法士 験を活かし、実例 ・演習を行う。

423臨l))))発床身老精神年達実体期障習障障害障害害Iの実施前に、実習直前の準備教育を行う。系害セミナー

位授置業づのけ
系セミナー

各評価学害害・治系系療セセ学ミミナナの振ーーり返りの講義、実技演習。

到達目標 事を確例認報す告るを。中各心領と域したの演習価、学評・治価療実学技ななどどのを振共り同返学り習をにおいて学び、評価実習や総合実習で必要な知識
評 通じて、作業療法についての理解を深める。

授業形態 演習 |対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

自回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

16回

17回

18回

19困

羽田

21回

22回

23回

24回

25回

26回

27回

28回

29回

30回

項目

オリエンテーション 作業療法総合演習 Iの全体説明

評価演習 身体障害分野①情報収集

評価演習 身体障害分野②面接、観察

評価演習 身体障害分野③検査

評価演習 身体障害分野@測定

評価演習 身体樟害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 身体障害分野⑤目標設定

評価演習 身体障害分野⑦考察

評価演習 老年期障害分野①情報収集

評価演習 老年期障害分野②面接、観察

評価演習 老年期障害分野③検査

評価演習 老年期障害分野④測定

評価演習 老年期障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 老年期障害分野⑥目標設定

評価演習 老年期障害分野⑦考察

評価演習 発達障害分野①情報収集

評価演習 発達障害分野②面接、観察

評価演習 発達障害分野③検査

評価演習 発達障害分野④測定

評価演習 発達障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 発達障害分野@固標設定

評価演習 発達障害分野⑦考察

評価演習 精神障害分野①情報収集

評価演習 精神障害分野@面接、観察

評価演習 精神障害分野③検査

評価演習 精神障害分野④測定

評価演習 精神障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 精神障害分野⑥目標設定

評価演習 精神障害分野⑦考察

まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出楳題 目見
事例報告評価 50% 

受講上のルル田宜点

講義内容

提出眼題は必要内容を記載して、提出期限内に提
出すること。
授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単位を
与えない。

課題やレポートに関するフィー!とパック

フィードパックはクラス全体に実施する。
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作業療法学科 夜間部

科 目 作業療法臨床セミナー I 単位時間数 2単位. 60時間

担当初師 作業療法学科教員 学年 3年生桂期

資格

分作験野業を活担療か法当しご士、とと実のし例各てを医教交療員え・療な養がら・介講護義・療演育習施を設行にう.て治療を行ってきた実務経実剖i経験

作業療法土

位授置業づのけ
:開52詰幸君…運主E占2Z主雪主T土刷開、帥質の問輔酎一開

到達目標
事例報告を中心とした相互学習を通じて、実習経験を共有し、仕期の評価実習や総合実習で必要な知隙
を習得する。

授業形態 演習 |対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 税義内容

1回 オDエンテーション 作業療法臨床セミナー 10;全体説明

2回 事例のまとめ レポートレジュメのまとめ方①情報収集(一般、社会的、医学的)

3回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方②作用療法評価(面接、観察、検査・測定)

4回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方③全体像のまとめ

5回 事例のまとめ レポ トレジュメのまとめ方@目標設定考察

8回 事例発表 身体障害分野①症例A 発表

7回 事例発表 身体障害分野②症例A 検討

8回 事例発表 身体障害分野③症例B発表

9回 事例発表 身体障害分野@症例B検討

10回 事例発表 身体障害分野⑤症例C 発表

11回 事例発表 身体障害分野⑤症例C 検討

12回 事例発表 老年期障害分野①症例D 発表

13回 事例発表 老年期障害分野②症例D 検討

14回 事例発表 老年期障害分野③症例E 発表

15回 事例発表 老年期障害分野@症例E 検討

16回 事例発表 者年期障害分野:ID症例F発表

17回 事例発表 老年期障害分野@症例F検討

18回 事例発表 発達障害分野①症例G 発表

19回 事例発表 発達障害分野②症例G 検討

20回 事例発表 発達障害分野③症例H 発表

21回 事例亮表 発達障害分野@症例H 検討

22回 事例発表 発達障害分野⑤症例I発表

23回 事例発表 発達障害分野⑥症例I検討

24回 事例発表 精神障害分野①症例J発表

25回 事例発表 精神障害分野②症例J検討

26回 事例発表 精神障害分野③症例E 発表

27回 事例発表 精神障害分野④症例K 検討

28回 事例発表 精神障害分野⑤症例L 発表

29回 事例発表 精神障害分野@症例L 検討

30回 まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出繰題は必要内容を記載して、提出期限内に提

成績評価
提出課題 50% 

畳柿上のルール・自宜点
出すること。

事例報告評イ市 50% 授業時間数のS分のl以上欠席した者には、単位を

与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。学生の事例報告を踏まえて、適宜フィードパックを行う。
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作業療法学科 夜間部

科 目 身体障害治療学E 単位・時間数 I単位・ 30時間

担当講師 伊藤伸仲木右京 木下修 学年 3年生 前期

資格

実績経験 作交業療法な土が 理学義療法士として積極的に治療を行ってきた実務経験を活かし、実例
をえならi出を行う

作業療法士・理学療法士

位授置業づのけ
し義肢(上肢義手)の基礎代知識表、適応となる対車者への作業実療itザト入プを学ヰミヤ
2 ハンドセラピーの概適応要、 各疾患のハンドセラピーの 際、ス リント作製実習
正義足の基礎知哉、 について学ぶ

1. 義、切ン肢断ド者とセ装にT具対すの機能と適応について理解する。2 る義肢装着訓練につい
到達目標 3ノ ラピーの目的、内す容るについてて知理る解。す代る表。疾患のハン Fセラピーについて知る.

4スプリントの作製を経験

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 上肢義手 義手の機能と適応

2回 上肢義手 上肢切断者への作業療法

3田 ハンドセラピ 上肢の骨折

4回 ハンドセラピー 上肢の骨折に対する作業療法

5回 ハンドセラピー 上肢の末梢神経損傷

6回 ハンドセラピー 上肢の末梢神経損傷に対する作業療法

7回 ハンドセラピ 上肢の末梢神経損傷に対する作業療法

8回 ハンドセラピー 臆損傷に対する作業療法

9回 ハンドセラピー スプリント作製実習 1

10回 ハンドセラピー スプリント作製実習

11回 ハンドセラピ スプリント作製実習2

12回 ハンドセラピー スプリント作製実習

13回 ハンドセラピー 試験

14回 義足 義足の機能

15回 義足 義足の適応

スプリント作成、定期試験

成績評価 授業時間数者の3分単の1以上 受誠上のルール・留意点
欠席したには位を与え
ない

諜題やレポートに関するフィードパック

実技実習に関しては、必要で車れば随時フィードパックされるが、個々にではなく、実習グループ全体に対して行われる
場合もある。その他の講義に関する課題でのフィ-1'パックは、担当教員に一任する。

書名 著書名 出版社名

教科書 義肢装具のチェックポイント シ日本ョ整ン形外科学会/日本リハビリァ
医学会監修

医学書院

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 夜間部

科 目 身体障害治療学演習 単位時間数 l単位・ 45時間

担当講師 松生容ー 小笹久志 学 年 3年生 後期

資格 実務経験(松生) ・医療・福祉施設12年、教育機関17年

実績経験 実務経験(小笹) ・医療施設5年、教育機関8年

松生.作業療法土 作業療法土として医療施設等にて評価・治療を行ってきた実務経験

小笹.作業療法士 を活かし、実例を交えながら講義、演習を行う。

位授置業づのけ 講義で学んだ各疾愚の障害と、の各理疾解患をの深障め害、また対象者に必要な評価・治療手技の選択方法を学ぶ。
実技演習にて評価の復習 や特性に合わせた評価法を学ぶ。

到達目標 身また体得障ら害れ分た野評の価評か価らを、各、対対象象者者のに症合状わにせ合たわ治せ療てプ適ロ切グラにム選を択選・実施できる。IRできる。

授業形態 演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンァーション 全体説明

2回 身体障害評価、治療演習 レポート作成①(評価のまとめ)

3回 身体障害垂訓園、治療演習 レポート作成②(JCF)

4回 身体障害評価、治療演習 レポート作成③(目標設定)

5回 身体障害評価、治療演習 レポート作成④(考察)

自国 身体障害評価、治療演習 レポート作成⑤(治療計画立案)

7回 身体障害評価、治療演習 評価計画の作成(評価項目の列挙)

8回 身体障害評価、治療演習 評価計画の作成(評価内容の時間、留意事項等検討)

9回 身体障害評価、治療演習 レポート課題に対してのフィードパック(グループデスカッション)

10回 身体障害評価、治療演習 レポート課題に対してのフィードパック(個別フィードパック)

11回 身体障害評価、治療演習 評価・治療方法の実技演習(片麻庫機能検査、感覚検査、反射)

12回 身体障害評価、治療演習 評価・治療方法の実技演習 (R側、削T)

13回 身体障害評価、治療演習 評価・治療方法の実技演習(動作分析等)

14回 身体障害評価、治療演習 評価・治療方法の実技演習 (STEF、MFT等)

15回 身体障害評価、治療演習 評価・治療方法の実技演習 (HDS-R、MMSE等)

16回 身体障害評価、治療演習 治療介入についての検討(グループワ ク)

17回 身体障害評価、治療演習 治療介入についての検討(実践演習)

18回 身体障害評価、治療演習 模擬患者演習(面接)

19回 身体障害評価、治療演習 模擬患者演習(移乗介助)

20回 身体障害評価、治療演習 Teaching Assistant による実技指導・演習

21回 身体障害評価、治療演習 Teaching Assistantによる実技指導・演習

22回 身体障害評価、治療演習 Teaching Assistant による実技指導・演習

23回 身体障害評価、治療演習 Teaching Assistantによる実技指導・演習

実技演習の服装ケーシー、リハシューズ

実提技出課試験では、身だしなみを評価する白

成績評価
提出課題50% 受講上のルール 出題は必要内容を記載して、提出期限内

実技試験50% 留意点 に提出すること。

授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単
位を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。レポートに対し、グループ単位でフィードパックを行う。

教科書

参考書

オフィスアワー
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作業療法学科夜間部

手ヰ 目 精神 障 害 治 療 学E 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 山下高介 学 年 3年 生 前 期

資格
病院勤務・訪問看護などを経験.それらの実務経験を踏まえたうえで講

実績経験
作業療法士 義を行う。

授業の
作業療法は精神医療におけるリハビリテーションの中心に据えらており、評価から治療へいたる一連の流れや

位置づけ
臨床思考過程を理解しておくことは、臨床の現場に出る前に必須のことである。そのため，作業療法の専門的
な知識を活用した神障害領域における実践について，座学と演習を通して学ぶ。

(1)評価から治療方法までの流れを症例検討を通して理解するととができる。 (2)治療構造と
到達目標

援助方法について理解できる。 ( 3)回復過程に応じた作業療法と援助方法について理解できる。

授業形態 講義・演習・反転授業 対面と遠隔の併用授業

"、""、ート"

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 授業の進め方，成績評価の説明，精神障害治療学 Iのおさらい

2回
目標設定に役斗つ理論の復

フロー理論を中心にマズロー，動機付けのおさらい習

3回 応用行動分析の支援 応用行動分析の考え方

4回 観察評価の整理 観察の視点の整理

5回 集団作業療法の支援① 集団作業療法の支援と事例，治療構造論

6回 集団作業療法の支援② 集団作業療法の支援と事例

7回 統合失調症 統合失調症の回復期過程と支援

8回 気分障がい 気分障がいの回復期過程と支援

9回 依存症 依存症の回復期過程と支援

10回 確認試験 筆記試験と振り返り

11困 目標設定演習① 面接練習

12回 目標設定演習② 評価計画の立案

13回 集団作業療法演習① 場面観察

14回 集団作業療法演習② 観察結果のまとめと支援計画立案

15回 授業のまとめ 授業の振り返り

-確認試験 (20%)
・ポートフォリオの作成(10%)
・課題 (70%)

受講上のルール・留 13分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験
意点 |が受けられない。

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは全体に実施する，個別のフィードパックも相談にて可とする

書名 著書名 出版社名

教科書 精神疾患の理解と精神科作業療法 堀田 英樹 中央法規

参考書

オフィスアワー
且~金l丞隆王LH時-21時30n'教昌室

メールでのM座可 k-yamashita笹川hireha.ac.jp



作業療法学科夜間部

科 日 精神障害治療学演習 単位・時間数 1単位・45時間

担当講師 深瀬 勝久 学 年 3年生後期

資格
実績経験

作業療法士
臨床経験6年、教育経験 15年、の実務経験をもとに講義を行う。

位授置業つのけ
精神踏科作業療法では、患者様の疾患の特性に合わせて治療や援助を実施していく。本講義では疾患毎の特徴
を まえ、具体例や「演習」を通して治療構造、治療の要点、治療効果などについて授業を進める。

到達目標
( 1 )治療計画・治療構造づくりについて説明できる。 (2 )グループによる模擬的な治療演習を実施し、

要点について説明できる巴 (3 )ケースの紙上演習を実施し、要点について説明できる。

授業形態 講義・演習

授業計画

回数 項目

1回 精神医学の振り返り オリエンァーション

2回 精神医学の振り返り 統合失調症の基礎知識

3回 精神医学の振り返り 感情障害の基礎知識

4回 精神医学の振り返り その他の障がいの基礎知識

5回 評価の振り返り 情報収集(他部門)

6回 評価の娠り返り 情報収集(家族その他)

7回 評価の振り返り 観察(外観・第一印象)

8回 評価の振り返り 観察(日常生活活動・対人関係)

9回 評価の振り返り 観察(作業活動)

10回 評価の振り返り 面接

11回 評価の実際 模擬患者の観察①{プロセスレコード)

12回 評価の実際 模擬患者の観察②(プロセスレコード)

13回 評価の実際 模擬患者の観察③(プロセスレコ-)') 

14回 評価の実際 模擬患者の観察③(プロセスレコード)

15回 評価の実際 模擬患者の観察⑤(プロセスレコ-)') 

16回 評価の実際 模擬患者の観察⑥(プロセスレコード)

17回 評価の実際 模擬患者の観察⑦(プロセスレコード)

18回 評価の実際 模擬患者の観察③(プロセスレコード)

19回 評価の実際 模擬患者の観察⑨{プロセスレコード)

20回 評価の実際 模擬患者の観察⑮(プロセスレコード)

21回 評価の実際 評価のまとめ

22回 評価の実際 焦点化・考察

23回 評価の実際 まとめ

授業内課題30%
模擬患者症例報告70%

受講上白!lール・留意点

対面と遠隔の併用授業

講義内容

3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が受
けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 -精神障害と作業療法 山根寛 ニ輸普脂 l

参考書

オフィスアワー 月~木 14時-9時30分教員室
k寸ukase@nichireha.acjp

303 



作業療法学科夜間部

科 目 発達障害治療学演習 単位・時間数 l単位・ 45時間

担当前師大西麓子 学年 3年生笹期

資格

実績経験 臨床・教育 50年

作業療法土

克連の、い方主防て担指省を領動方躍)域画法ででのを考観観中祭察でえすは、る体評脳る験性価.そまをしひ疾忠の対政児，者を診る機E a臨民会が多提直倣接い問a点触対) れ象年命令はO歳から成人であるが、 この日2Eをを目担標動見書画出で長すは(期担こ成当日と人揮Eとtのす師を脳立がる性。出ま控諜の ひ 、主訴にもとずき問閣 をグループで話し合いな
位置づけて してもらうこととする るとと であるが

向 して学生同士で対象者。点の状対( 者問を棋に し ハシドリはン不グ可を能実臨しながが評ら価解ら決短主方控期法 出

到達目標 発達防省領域の脳性まひ疾患の基礎知識と評価の基礎から実践まで学び、対象者に必要な援助方法を実施できる(特に成人の調合). 

授業形態 対面授業

授深計回
ロ 項目 ー義

1回 発達陣害児に対する治療媒介 自分 c作成したおもちゃの発表

2回 発達陣害児に対する治療媒介 自分で作成したおもちゃの発表

3回 就学時の作業療法について 小学l年生から6年生までの授業の中からi科目を選び、作業活動分析

4閏 就学時の作業療法について 小学i年生から6年生までの授業の中からl科目を週び、作業活動分析尭表

5回 疾患障害別作業療法 知的発達障害における作業療法

6回 疾患障害別作業療法 二分脊椎・分娩麻庫児の作業療法

7回 発達陣容治療学演習・企画書作成!と向けてのオリエシテ ション 発出逮し隊方容法のと評予算価概治求方療過法程と期の禄限認企隊困害醤児者作成4名に必の要方なの情内容報、拠手供順と様式 機器の貸し

B回 提供情報の共有化 レポート作成に向けての指導 校内実習のまとめと情報の共有化、レポート作成のポイント

9回 企画書作成 担当したメンパーさんの動画をみながら

10回 企画書宇成、実習のシュミレーション 企画書に拍って校内実習の吉田のシミュレーションを実施する

11回 校内実習のシミュレーション (30分X2G)と修正 企画書に沿って校内実習の当日のシミュレーションを実施する

12回 企画書提出 企画書完成させ、各担当の教員に提出

13回 企画書のフィードパック 企画書のフィードパック、ハンドリング

14回 企画書のフィードパック 企画書のフィードパック、ハンドリング

15回 ケース検討・ケースレポート作成に向けて レポート作成に向けての指導

16回 ケース検討ケースレポート作成に向けて レポート作成に向けての指導

17回 ケース検討ケースレポート作成に向けて 情報の共有化、レポート作成のポイント

18回 ケース検討 ケースレポート作成に向げτ 情報の共有イιレポート作成田ポイント

19回 ケース検討・ケースレポート作成に向けて 情報の共有化、レポート作成のポイント

20回 ケース検討・ケースレポート作成に向けて 情報の共有化、レポート作成のポイント

21回 ケース発表のための硝備 発表のためのレジメ作成、練習

22回 演習結果の共有化のための発表 ケース発表 (4ケース)

23回 各人でまとめる・感想文提出 各人のまとめ作業、感想文作成

-筆記試験 (30点(嗣) 

治でグし療ルなlは年学醐ーが次をきプらで再やで意の度す提見揖学施いを業習服出し装(ましし人すてで、開授参の自発業加で分述、のにし学て各臨も) や小く児だ学さ、 罪逮士理陣解容し・評1、貧・価演相習学習鵠は・
-盟題提出 人おも

んで い。
成績評価

ちゃ作成ケーススタディー)
畳鵠上のルル留意点 ください(20点} ・前

人の役割を
習のまとめ・発表 (50 のにしてく十だ分さい。
点J

課題やレポ トに聞するフィ ドパック

~!~名 若干性名 出版社名

教科書
尭運剛容の作業時法揮3臨実践編 岩崎清陸・熊本光夫・鴨下賢一 ニ愉帯眉

オフィスアワー 得業前後の休煎時間
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作業彼法学科 夜間部

科 日 老年期障害治療学 単位・時附数 21'則立・60時間

担当前師 松生容ー 学年 3年前期

資格 I偶えな蹄がら酬土病を院行弘名人保健脚l胤相関問醐酬を活かし、酬を加実絞揺験
作鶏療法土

也授置聾づのけ 高凝齢集社方会法で= ズ認のJ尚『デまスる作カ衆ッ銀シ法の治療f実グ践ルにつプいての基お志よ的び匁特細裁みについてで帥進義めて及び浪習を過し、 学習する.
「師 ョン』 ーワーク 』の形式 いく.

到達回線
Zi連E讃裂語思l2惣惑2邸喪語骨主"5時:F師鰍蜘M 明胞できる〉

担業形陸 銑義・浪習 女J回授業中心だが遠隔授業と併用して行う。

授業計画

回数 項目 U~畿内容

1回 オリエンテ ショシ 乙の控業の説明、老年期附省治療ザーについて

234 国回回

高齢社会について

高命令期の理解 商俗者の特徴(務齢期に多い疾車、状!@.像)について

高命令者の特徴(高齢期に多い疾患、状盟像)について

6785 回回回回

社会制度「介穫保険法についてJ(醍籾)

高齢期の社会情勢
社会制度『介睦保険法についてJ (各自問ぺ学習)

社会制度『介能保険法についてJ (間ぺ学習のグル プごとのまとめ)

社会制度「介鎚保険法についてJ (克表)

認知症概論『認知症とは、自知症の種妓・特徴」

認知症概論「認知痕とは、官、知症の種類・特徴」

認知症者に対する評価について(記述式)

認知症
認知症者に対する評価について(寵察式)

毘知症者への聞わり方、アプロ チについて(回怨法、学習療法など}

間知症者への関わり方、アプロ チについて(各唖セフピ の紹介)

認知症者に対する聞わり方 (PBLl

認知症者に対する聞わり方 (PBL)

11 78 回回
フレイル、プサシル:コベニア‘ロ フレイル、サルコベニア、ロコモティプ・シンドロ ムについての論議
コモテイ ンドロームにつ

フレイル、サルコベニア、ロコモティプ・シンドロ ムの評価{実技誼習)いて

目221921 回図回回

レクリエーション脆義ー実習

高齢者1:対する作業療法
高齢者を対象とした集団作業療法をグループで計画する固

高齢者を対象とした集団作業療法(発表前半)

高齢者を対織とした集団作業療法(尭表後半)

22 43 回回 高齢者の介助法
トランスファー、車椅子等の介助実技(論議)

トランス77-.輩精子等の介助実技(演習)

2目5回回 高齢案期に作向然け療た法理の論プにロつグしフム立
、て 人間作提モデル、 E田M、A凹Cなどの紹介

斗己237担盟0 図回

グルプでの事例検討

高帥期限容の事例検討
グルプでの事例検附

グループでの事例検討

グループでの事例検肘・持表

成績評価 悠紀ボ獄ー験80%
レト20% 呈僻上のルール・留意点 静使ジ可用、Tをはン得禁ヤた止ツ.以な実外どで伎)のので授臨ス業むマでこーはと動ト.フきや認すすン.い服タブ装レ{ジッャ卜のー

'"旭やレポート I~関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する，

世名 著書 出版社名

教科書 保叩作業佼法学 rmi鈴畑作業療法学J第3版 編集松防利7I!.'i新井仙豆 医学祭院

3参考省

オフィスアワー 平日ので午の後逮(水絡曜は日随以時外r)臨m時"，可"能k. 
メー11，.1:o iH!/Iifi J<l:iIiII~; y-matsuike@nlchireha自由J，
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作業療法学科 夜間部

キヰ 日 日常生活活動学演習 単位時間数 1単位・ 45時間

担当講師 山田慶 学年 3年生 後期

資格

実績経験
実務経験。病院(身体障害分野)、適所リハ等 9年、教育機関

作業療法土
4年

作業療法において日常生活活動の評価は「その人らしさJの再獲得を支援するために重要であり、支援
のためには日常生患活活ご動の「動作分析Jが必要である。

位授置業づのけ
との授業では、疾 との日常プ生活グ活動の観察記録やその分析を過してMTDLPの生活行為工程分析に該
当する作業療法評価から支価援法 ロ ラム立案までの道筋を学習する。
さらに日常生活活動の評 を実際に利用できるように演習形式的知で学識習全す般る。
基盤となる知識は日常生活活動学をはじめ、今まで学んだ医学 である。

片麻痩者の日常生生活活動の「観察記録Jが記載でき、作業療法評価への役立て方を説明できる。
到達目標 疾患別に日常 活活動の使問題す点を分析し支援方法を説明することができる。

日常生活活動の評価法を 用 ることができる。

授業形態 講義・自己学習・グループワーク

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 オリエンァーション 授業の進め方、日常生活活動の評価方法

2回 日常生活活動評価法① fBarlhel fndexJ fFfMJを用いての評価

3回 日常生活活動評価法② ペーパー・ベイシェントを用いた fBfJ fFfMJの評価

4回 日常生活活動評価法③ グループ発表

5回 吸引 暗疾吸引の講義

日回 吸引 曜夜吸引の実技液習

7回 疾患別ADL演習① 「脊髄損傷」の姐Lと模擬患者練習

8回 疾患別ADL液習② 「脊髄損傷」のADL動作観察記録

9回 疾患別ADL演習③ 「脳卒中片麻療」のADL模擬患者練習

10回 片麻揮者のADL評価① 排推動作の作業療法評価

II回 片麻揮者のADL評価② 排t世動作分析

12回 片麻揮者のA批評価③ 排世動作訓練

13回 片麻揮者のADL支援① 基本動作、歩行、階段昇降

14回 片麻療者のADL支援② 車椅子駆動、移乗、床上動作

15回 片麻樺者のADL支援③ 上衣更衣、下衣更衣、短下肢装具の着脱

16回 片麻樺者のADL支援④ 外出、買い物

17回 片麻癖者のADL支援⑤ 各ADLの支援練習①

18回 片麻症者のADL支援⑥ 各ADLの支援練習②

19回 片麻揮者のADL評価④ ADL動作観察記録①

羽田 片麻揮者のADL評価⑤ ADL動作観察記録②

21回 片麻揮者のADL利回⑤ 各疾患の支援プログラム立案①

22回 片麻揮者のADL矧匝② 各疾患の支援プログラム立案②

23回 片麻揮者のADL評価③ グループ発表

定期試験 (40%)
凱題提出 (60%) 受講上のルール・留意点

-授業時間散の3分の l以上欠席した者には単イ立を
与えません.

教科書

参考書

オフィスアワー

・課題提出に関してやむを得ず欠席した場合は相故
に来てください.

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜実施する.

諮名 著書名 出版社名

ADLとその周辺ー第3版ー 伊藤利之鎌倉矩子 医学書院|

火曜日以舛田午後もし〈I土メル【
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作業療法学科 夜間部

科 目 両次脳機能障害治療学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 {半野 麻矢 学 年 3年生 前期

資格

実績経験
臨床・教育 26年

作(諜保療法士
博士 健医療学)

がその人らしい生活を送るためにとて な能で 脳 顕 などで脳に ってしまっ 台、
『高次脳機能』 とは人が晦日の生活を営も必む要上 c機欠かせないコ血わミ管れュ疾ニば患ケ良ーやいションや様々な行為損白し土傷づ台をら負にさなる機能ですた.場〈聞

今までのその人らしさを失い、家族や周りの人たちはすど。う関 の部か外困傷惑し、生活の ら を抱えてしまいま

授業の す.

との授よ業うでは高次り脳が機能障害の陣害特性なやをがり学がすまでびすいらる締が、かよそ読、をう講解イのを評行義説メ価内いーし方でままジ法すなすし。やる。な社高会次生活機諦くの能にの生しお障活てビ害デい欲にてオ置にしやはきどい私た換のとがよ思えくうな支障があり、 それに対特能性障して
位置づけ

どの な関わ 必要しかを実例陣害を交もえ 脳 さんの種診類があり、障害機 を
〈い、イメージづらい あ べく多 臨床でてきた高次脳 害

捉のが方え大切に々の話を交えて皆中さんがイメージし 私たち て高次す脳巴機能を据えていくとと
です。生活のでどのような支陣 かイメ ながら受講 思いま

到達目標
①e@@そ病高高次態次れ脳ぞ脳機機れ障能能害の脳別障!こ関わる脳の局在を説明できる.の局在が陣害されたときどのような陣害がでるか、突方障害名と障き害特性を説明できる

害の病の評価概生要を理解ぽし、す病態に応じた評価を選定、 施がで る.
態が活上で及 影響、問題を理解し、介入法を説明できる。

授業形態 日t義実習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
高次礎脳機能障害の

脳の機能とは何か/高次脳障害とは何か/高次脳機能のプロセス

基知識
2回 脳の局在と機能/高次脳機能障害の病態と原因

3回 言失語野の機能/失語症とは/
語症の分類と病態に応じた評価

4回
優高位次半脳球機損能傷障害による

失語症の病態に応じた介入
ト一一一

5回 失行症とは/失行症の分類と病態に応じた評価
ト一一一
6回 失行症の病態に応じた介入

7回 認知(対象認知)の 視失認の分類病①態視に覚性の認知と介は/入視/覚パ失認の分症類候と病態
覚失認の 応じた評価と リント 群について

ト一一 障高害次による
②態失身体認に関した失評価認//介身体入失認の分類と病態/身体失認の病態に応じた評価と介入/③病B回 脳機能障害

の病態と

9回
視空高間認次知脳の障害に

視空間失認の分類/半側空間無視の病態

ト一一 よる 脳機能障害 半側空間無視の評価(代表的な検査パッァリ )の紹介と介入/地誌的障害の病態と評10田 価・介入

11回 注意機次能脳機の能障害によ
る高 障害

注意機能介と入はぺ主意の段階による分類/注意障害の病態に応じた評価(代表的なパツア
リー)と

12回
記高憶の機障害能による

記憶のメカニズム/記憶の構造/記憶の分類
ト一一一

次脳 障害
13回 記憶障害の病態と評価・介入

14回
前頭葉機能の障害に

前頭葉機能について/遂行機能障害の病態/評価と介入
トー一

よる高次脳機能障害 社代会的的行な検動障査害の病態/評価と介入15回
表 バッテリーの紹介

成績
評価

定期試験を実施 畳前上のルール留意点| ※プリントを配布する.必ず持参すること。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版 名

標出作業療法学高次脳機能作業療法学 能畳真一 医学諮院
教科書

オフィスアワー 地瞳日圭睦三圭日{主主の撞古l主メ=1レで掴詰~だまし""
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作業療法学科夜間部

科 目 職業関連活動学 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 田中克一 学年 3年生前期

資格
実医療務経施験設 医の就療・介支護援施経設15年、 教講育機義関3年実績経験

作業療法士 で 労 験を活かし を行う

作び業「療在法職土評方者はの病価法仕の事」就院のや方なの労法施進どに」設め方な「どの、 院内でのリハビ労リ・移援テ行ー助ションの療みならず、 退院後、 社会笹帰した後の 「職家業復帰Jおよ

位授置業つのけ
中 」多などについても指「就導 支大を行援切う医 職である.リハビリテーションの専門 として「就労

へ向けての の携J 施設 陣がい者を取り巻< r就労に関する法律」、
助・指陣導の につい職て支種知援識金とを連有しておくことは で、」臨が床、ら講の現義場をでもめ対る応が求められるととがある。本論「援議で
は、がい 関する 般について、具体例も交えな 進 。

到達目標
(1)就療労法支援の評価について説明できる。 (2)就労支援に関する「法律Jについて理解できる。 (3)就労に関す

る作業 土の指導・援助方法について説明で古る。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 職業関連活動学の概要 職業リハビリテーションとは、、マズローのモデル、

2回
職義業とは何か 職業の意

職業とは、職業の定義・分類・意義、職業体験

3回
障がい者にとっての職業

障がい者にとっての職業
の意味

4回 公共の支援 国・地域の障害者職業センタ一、ハローワークでの対応

5回 就労支援の法律 障害者総合支援法、就労移行支援

6回 障害別特徴 身体障害者、精神障害者、知的障害者の雇用、職場での課題

7回 就労支援の法律 障害者総合支援法、就労移行支援

B回 職場での支援 ジョブコーチ、企業の就労支援

9回 就労支援の流れ 就労支援(職業リハビリテーションにおける支援)の流れを理解する

10回 就労支援の実際 各領域の就労支援の評価・治療・援助と就労

11回 就労支援の実際 各領域の就労支援の評価・治療・援助と就労

12回 就労支援の実際 各領域の就労支援の評価・治療・援助と就労

13回 就労支援の実際 各領域の就労支援の評価・治療・援助と就労

14回 就労支援の実際 各領域の就労支援の評価・治療・援助と就労

15回 まとめ 就労支援のまとめ

各課題100児

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著者名 出版社名
a 

教科書 就労支援の作業療法ー基礎から臨床実践までー 中村俊彦・建木健・藤田さより 版株相式会

参考書

オフィスアワー 「月曜日午後(会議以外の際時は間ご)相」談またはメールで相談
上記以外でも空いている ください
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作業療法学科 夜間部

Fト 目 作業療法総合演習E 単位・時間数 2単位. 60時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 3年生 後期

資格

実績経験
各分野担当の教員 | 
作業療法士として医療・療養ら・介講護義・・療演育習施を設行にう。て治療を行ってきた実務経

作業療法士 験を活かし、実例を交えなが

位授置業づのけ

盟主…実技演習。

事例報告を中心とした演習、評価実技などを共同学習において学び、総合実習で必要な知識を確認す
到達目標

評る。価学。治療学などの振り返りを通じて、作業療法についての理解を深める。

授業形態 演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 作業療法総合演習 Iの全体説明

2回 評価・治療演習 身体障害分野①情報収集

3回 評価・治療演習 身体障害分野②面接、観察

4回 評価・治療演習 身体障害分野③検査・測定

5回 評価・治療演習 身体障害分野④全体像のまとめ

6回 評価・治療演習 身体障害分野⑤目標設定

7回 評価・治療演習 身体障害分野⑥治療立案、再評価

8回 評価・治療演習 身体障害分野3考察

9回 評価・治療演習 老年期障害分野①情報収集

10回 評価・治療演習 老年期障害分野②面接、観察

11田 評価・治療演習 老年期障害分野③検査・測定

12回 評価・治療演習 老年期障害分野④全体像のまとめ

13回 評価・治療演習 老年期障害分野⑤目標設定

14回 評価・治療演習 老年期障害分野⑥治療立案、再評価

15回 評価・治療演習 老年期障害分野⑦考察

16回 評価治療演習 発達障害分野①情報収集

17回 評価治療演習 発達障害分野②面接、観察

18回 評価・治療演習 発達障害分野③検査・測定

19回 評価治療演習 発達障害分野@全体像のまとめ

20回 評価・治療演習 発達障害分野⑤目標設定

21回 評価・治療演習 発達障害分野⑥治療立案、再評価

22回 評価・治療演習 発達障害分野⑦考察

23回 評価・治療演習 精神障害分野①情報収集

24回 評価・治療演習 精神障害分野②面接、観察

25回 評価・治療演習 精神障害分野③検査・測定

26回 評価・治療演習 精神障害分野③全体像のまとめ

27回 評価・治療演習 精神障害分野⑤目標設定

28回 評価治療演習 精神障害分野⑤治療立案、再評価

29回 評価治療演習 精神障害分野⑦考察

日哩 まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出課題 50克
事例報告評価 50% 

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に
受講上のルール | 提出すること。

留意点 |授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単位

を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する.
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作業療法学科 夜間部

科 目 臨床実習 I 単位・時間数 6単位・270時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 3年生後期

資格

実績経験

作業療法土

1 臨 習施設におる作業療法お 役割と機 ぷ臨床実習 Iは、 臨床実習指導者のもとで、よ実に作び習、業作実指療業習導法療者生法のがの評士対指価導の象の修得と実能全践体を学を的行う
授業の 2.各臨床床実実習指導者 、援助のもと 児・者を に把鋸する

位置づけ 3. 2 の評価に基づの指き実導習生は、臨床 者 導・援助のもとに評価のまとめを行い、作業療法
目標を設定する
4 作業療法土としての基本的態度を習得し、専門職としての能力の向上 充実をはかる

今までの学内での講義・演習、および臨療価床法が実実の検習施 (早期見学実習 l年次、見学実習:2年次)で修得した、
知識、コミュニケーション能力、作業 査、臨床的推論・思考をもとに、指導者の指導・援助のも
と、対象児・者への作業療法検査・評 できることを目標とする。

議
法士としての礼儀 礼象節が者出-接遇が体現でき、基本的なルールを遵守することができる。

到達目標 意欲的に取り組むこと 来る
法の業務を理解し、対 に対してリスク管理を行うことが出来る
法評価の計画準備を行うととができる
の観察・検査結果から、全体像をまとめることが出来る
事項を選択肢、記録を行うととが出来る
応じて、指導者やスタッフに連絡・報告・相談ができる.

授業計画

実習前 臨床実習・実習後の学習上の注意点

前官担業担当者指と教面科談し、 実習完の毅実貰投施方法ポを確認し‘ 効床果実的な実勝に習備義でをえ実実施施できるように都備前すにEる整。理
の定 書ン等技総 料練のイント、施臨 型実的習 した内容は実習 し、確認するとと。

ミュニケーショ 龍、 習を入念に実 し、 る己と。

現では ポ々なことを体験 るょすに努るめること。
した知描 類(ートフォリ して記録 とと。

中に学んだ胃績点担をに盟者理し、 毘政表出しす、の準実備習を行総括うこ実と.
聾に応じて突書 当と面 の を絡すること。
習の成果を まとめ、提出ること。

回数 項目 講輯肉容

施設の彼聾を知る

第 1週 対施対象象設におとのけ初る作図・検揖面療接査法の世剖を知る
者者の田祭 ・評価

施い設方及び作業療法室についてのオリエンのテ協ー力シ省ョンを畳け、対意児・実者践のを観行察う、作業揮法の
用 、道具などに触れる。対車児・者協を得て、検査・評価由 。

第 2週 対象者の観祭検査評価 臨庫l必実要習な指記導録者をの残指す導aの下で、対象児者の協力を得て、作業暗法検査・評価の実践を行
う。

対象者の評価及びまとめ
臨理を残時、統す実合。習、指解導釈者をの行もいと、でリ、ハ対ピ象リ児テー者シのョン協お力よをび得作て業観療察法，検目査標・由辞設面定白を実院践みをるし。、必情要報な由包整録

第 3週
定リハビリテーションおよび作聾慌法目標の段

臨床異習指場者からのフィードパック

実習地評価、課題・提出物|受講上のJレール・留意
もとに総合的に判断する. I 点

原則として遅刻、早退、欠席は認めない。

じ京三下I主蘭子る 7 -1二下~

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。また、実習全体に対する相談およびフィードパック
は、 「実習中の電話やメーJレJ r臨床実習地訪問の商談時J r実習終了後」に担当教員からも行う。

同 M '):1 "，...ι」 '"晶''''''，ーιa・"
教科書 臨床実習の手引き 学校資料

参考書

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能



作業療法学科 夜間部

科 目 作業療法臨床セミナ-1I 単位田時間数 2単位・ 60時間

担当椛師作業療法学科教員 学年 4年生通年

実績経験 資格 分''''野盛担晴伸当ご一いといのず各匠教曲員ー直紘・介護・療育施設にて治療を行ってきた実務経
作業療法士 1験F舟を活田か由し一」、ζム実ν例、をE交Z京えー市な費がら講義・演習を行う.

位授置業づのけ 終了桂実習で直経前験に準し、に臨て備は床き実教た実習育こ習でをとE行を経振のい験終り、し返臨了てり床き桂、た能、政事こ力期と例ののを報向実振告上習り返ををに中り目活、心指か知とすす織し。。とた経相験互の学定習着をを通促じすて.、

具実実習体習的には 桂、事例 学習経験を共有する。

到達目標 MTDLPのシートを活用LOTの臨床思考を学びながら事例報告、討論が行える。臨床場面での応用を古め
た展開方法などについても知る。

授業形態演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 鵡義内容

l回 オリエンテ}シヨン 作業療法臨床セミナーEの全体説明

2回 事例のまとめ レポート・レハジュメのまとめ方①情報収集(一般、社会的、医学的)

3団 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方②作用療法評価(面接、観察、検査測定)

4回 事例のまとめ レポ ト・ヤジュメのまとめ方@全体像のまとめ

5回 事例のまとめ レポ ト・レジュメのまとめ方@目標設定考察

6回 事例発表 身体障害分野①症例A 発表

7回 事例発表 身体障害分野②症例A 検討

8回 事例発表 身体障害分野③症例B 発表

9回 事例発表 身体障害分野④症例B 検討

10回 事例発表 身体障害分野⑤症例C発表

11回 事例発表 身体障害分野⑥症例C検討

12回 事例発表 老年期障害分野①症例D 発表

13回 事例発表 老年期障害分野②症例D 検討

14困 事例発表 老年期障害分野③症例E 発表

諸国 事例発表 老年期障害分野@症例E 検討

16回 事刊現J発表 老年期障害分野⑤症例F発表

17回 事例発表 老年期障害分野@症例F検討

18団 事例発表 発達障害分野①症例G 発表

19困 事例発表 発達障害分野②症例G 検討

20回 事例発表 発達障害分野③症例H 発表

21回 事例発表 発達障害分野④症例H 検討

22回 事例発表 発達障害分野:QI症例I発表

23回 事例発表 発達障害分野@症例I検討

24回 事例発表 精神障害分野①症例J発表

25回 事例発表 精神障害分野②症例J検討

26回 事例発表 精神障害分野③症例E 発表

27回 事例発表 精神障害分野④症例E 検討

28回 事例発表 精神障害分野⑤症例L発表

29回 事例発表 精神障害分野⑤症例L検討

30回 まとめ 全体の振り返り、まとめ

成績評価
提出課題 50% 

事例報告評価 50% 
畳鵠上のルール・留意点

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に
提出すること。
授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単位
を与えない。

課題やレポートに関する7ィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。学生の事例報告を踏まえて、適宜フィードパックを行う。
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作業療法学科 夜間部

科 目 地域作業療法学E 単位・時間数 2単位・30日寺間

担当講師 松生容一 学 年 4年 後期

資格

実績経験 作業療法士病院、老人保健施設12年、教育分野11年

作業療法士

授業の
地域年社、会でリハビリテーション業務に携わる作業療法士や多職種による講義、演習授業により、各分野(身体、精神、

位置づけ 老 発達、就講労義支」擾「)デでの地域作業療法「を学占し
授業方法 r スカッション」 グループワークJ r個別演習」などを実施する。

到達目標
0地域作業療法についての概要を達理解、就できる
0各分野(身体、精神、老年、発 労支援など)の地域作業療法について理解できる
0自ら地域作業療法士の役割に問題意識を持ち、検討することができる

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 地域作業療法概論 地域リハビリテーションについて

2回 地域作業療法概論 地域作業療法について

3回 地域作業療法各論 身体障害分野の地域作業療法「講義」

4回 地域作業療法各論 身体障害分野の地域作業療法「演習」

5回 地域作業療法各論 精神障害分野の地域作業療法「講義J

6回 地域作業療法各論 精神障害分野の地域作業療法「演習」

7回 地域作業療法各論 老年期障害分野の地域作業療法「講義J

8回 地域作業療法各論 老年期障害分野の地域作業療法「演習J

9回 地域作業療法各論 発達障害分野の地域作業療法「講義J

10回 地域作業療法各論 発達障害分野の地域作業療法「演習J

11回 地域作業療法各論 就労支援分野の地域作業療法「講義J

12回 地域作業療法各論 就労支援分野の地域作業療法 fi.寅習」

13回 地域作業療法各論 訪問リハビリテーションについて「講義」

14回 地域作業療法各論 訪問リハビリテーションについて「演習」

15回 地域作業療法のまとめ 地域における作業療法士の役割の検討「講義・演習」

レポート 100% l 講義ごとのレポート提出を必須とし、合算したもの
受講上のJレール・留意点|

l を成績評価とする。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書 標準作業療法学地域作業療法学第2版 編集小川恵子 医学書院

オフィスアワー 平日の午後(水曜日以外)随時可能
メールでの連絡は随時 y-matsuike@nichireha.acjp
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作業療法学科 夜 間部

手ヰ 目 作業療法特論 単位・時間数 12単位・360時間

担当講師 作業療法学科教員 学 年 4年生後期

資格

実績経験 作業療法士各と領し域ての病専院門勤知務識なをど活のか実し務、経験を活かし、向実で例のを教交育えをな行がうら。講義を行う
学生との双方

作業療法士

位授置業づのけ
基礎分野・専門基礎分野・専門分野の 1年-4年前期までの学習を振り返り、作業療法実践のために必要な知
識を再学習する。
臨床における実地的な知識をグループワークなどを通して習得する

解剖学・生理学・運動学・心理学などの基習得礎す分野の知識を習得する
到達目標 各臨床医学を含む専門基礎分野の知識を る

作業療法の専門分野の知識を各領域ごとに習得する

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l期 基礎分野
解剖学・生理学・運動学・心理学などの基礎分野について(講義・グループワー
ク)

2期 専門基礎分野 各臨床医学などの専門基礎分野について(講義・グループワーク)

3期 専門分野 評価学・治療学などの作業療法専門分野について(講義・グループワーク)

成績評価
各期での試験100%

受講上のルール・留意点
観グループで行う演習に関して、必ず役割を持ち、傍
者にならないこと。

評価には授業全体の 2/3の出席が必要

:
 

-
つ
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写
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一
J
 

宇
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-

F

一

時

一

随

一

課題やレポートに関するフィードパック

書名 者書名 出版社名

教科書

参考書 講義開始時に説明

オフィスアワー 随堕
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位授置業づのけ

到達目標

授業形態

授業計画

作業療法学科 夜間部

臨床実習E

作業療法学科教員

単位・時間数

学年

16単位・ 720時間

4年生通年

臨実床実習Eは、臨床実習指導者のもとで、職業人としての総合的、かっ、作業療法の基本的技能の取得と

l biZ罷ET4;2怒;科書を ?滋児呼ヂ時臨時曹捕そ吋蹄
告 した 法のセスを 習得
2 の、 運営 を学ぷ
3 チー )を体験・習得する。
士4 る、総合リハビリテーションサービスの中での、作業療法の意義を考え、作業療法

今まで指作ので噂業学修療内得援法でし助ののた椛のプ、義もロ知セと・識演、ス、対習をコ体車、ミ験お児ュよ・ニ者習びケ得臨へー床のすシ実評るョ習価こン、と能(早作を力期業目、標見療作学法と業実のす療習計る法回。・のl・年検実次査施、、 見臨そ床学の実的記習推録論報2・年告思次、考再、を臨評も価床と実とに習い、1 指導3年者次の) 、 うー

買した

護②停蹴問嗣案鵬訟明の帽士と主持白しをて益町田。品…謹間tと盟主主著主z者豊のr町お闇主Zし醐てL駅』き 曲師トルを酎するとと何叫
スク管理を行うことが出来る
る
まとめることが出来る

聞の立と案に体を行験うことが出来る

選、を臨択指床肢導 導を者行 のも ・実施することが出来る
、記録 うことが出来る
者やスタッフに連絡・報告・相談ができる。

講義・演習・実習 対面授業

実習前・臨床実習・実習後の学習上の注意点、

、能実秘習実義の技実資施料締官方の訟ボを確認し、 効床実果的な前習前実に習義備をでえ実笑施施できるように準習備前する.等 イント、施臨 習笑 した内容は突 に睦理し確認すること.
技 を入金:に実し、 ること固

に々 なポことを体験、 るよ めること，
書類(ートフ才リオ して記 こと。

監当理者とめし商、発政表し、すの準実る習備とのを行総括うをこ実と.施するとと.
まと提出 とa

回数 項目 講義向容

第 l
施設践象縁者者のに綴おのと裂を知作図・業検る面 施控且ぴ作、道業具療な法ど室にに触つれいてのオリエンテーションを畳て、け槙、査対象児・者の翼の践観を察行、作う。業必療要法な

-2 施対対 観けの初察る 療彼室法評の価役割を知る の用い方 る.対象児ー者の協力を得 ・評冊
週 記録を聾す.

第3
臨録床音そ実の習他指の導課者題のの指進導行撞を助行白う.下で、評団結果から作業療法計画を立案する.必要な記-4 治療dt国立案実施

週

第 5 臨療床実計習指の導修者正の指事の下一で定.期対間象桂児に・者再の罰協力を行得いて、泊、治揖療経の過実を践まと、観め察て考、作曹業す面る接。1、
-6 作業療法実施・再評価 靖 国の 等を行う. 評冊を 。記
週 録およびその他の謀題の運行を行弘

第 7
再評価

事治今実療後習務終経の手線過続了のまとめおよび引継考察ぎ 臨他床の実課習題指の導進者行をの行下うで.、必治要療な経記過録ををま聾とすめ。て考察する。ケーススタディの発車.記盟その-8 題のまとめ・

迎 のき報告ーフィードパック

実習地評価、課題・提出物|畳誹上のルール・同意点| 原則として遅刻、早退、先席は認めない.
もとに総合的に判断する。 問

Z盟主主三瓦云主互ょ占

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。また、実習全体に対する相談およびフィードパック
は、 「実習中の電話やメーJレJ r臨床実習地訪問の而談時J r実習終了後」に担当教員からも行う。

書名 著書名 出版社名

教科諮 臨床実習の手引き 学校資料

参考替

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能


